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日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設
以
来
の
事
業
の
ひ

と
つ
で
す
。
海
外
の
日
本
研
究
者
と
市
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、
原
則
月

一
回
、
年
間
十
回
程
度
、
京
都
市
内
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
、
日
文
研
を
訪
問
中
の
世

界
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
日
本
研
究
者
に
、
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
自
由
に
語
っ
て
も
ら

い
、
参
加
者
と
の
知
的
交
流
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
皆
様

の
関
心
と
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　

所
長
　
小
松 

和
彦
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詩
人
デ
サ
ン
カ
・
マ
ク
シ
モ
ヴ
ッ
チ
と
俳
句

セ
ル
ビ
ア
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
も
な
か
な
か
の
俳
句
国
で
あ
る
。
俳
句
の
専
門
誌
﹃
俳
句
新
聞
﹄

（Х
аику новине

）
な
ど
も
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
、
俳
句
を
書
く
人
た
ち
は
、﹁
ハ
イ
ジ
ン
（
俳
人
）﹂
を

自
称
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
女
流
詩
人
デ
サ
ン
カ
・
マ
ク
シ
モ
ヴ
ッ
チ
（Д

есанка М
аксимовић, 

1898–1993

）
の
俳
句
は
、
セ
ル
ビ
ア
現
代
詩
に
お
い
て
も
光
を
放
っ
て
い
る
。
抒
情
詩
や
童
話
を
中
心

的
に
活
躍
し
た
国
民
的
な
詩
人
だ
が
、
晩
年
は
精
力
的
に
俳
句
を
創
作
し
て
い
た
。

彼
女
が
俳
句
と
出
会
っ
た
の
は
一
九
七
五
年
の
こ
と
。
モ
ス
ク
ワ
で
刊
行
さ
れ
た
ヴ
ェ
ラ
・
マ
ル
コ
ヴ

ァ
（В
ера М

аркова

）
訳
の
﹃
日
本
の
三
行
詩
﹄（Яапонские т

рехст
иш

ия, 1973

）
を
贈
ら
れ
、
ロ
シ
ア

語
訳
で
俳
句
に
魅
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
デ
サ
ン
カ
は
ロ
シ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
に
精
通
し
、
詩
の
翻
訳

も
手
掛
け
て
い
る
が
、
夫
が
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
文
学
者
た
ち
と
の
繫
が
り
は

深
か
っ
た
。
こ
の
書
物
に
黒
イ
ン
ク
で
記
さ
れ
た
献
辞
に
は
、
一
九
七
五
年
九
月
二
十
三
日
の
日
付
が
記



2

さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
の
夕
方
、
私
は
デ

サ
ン
カ
の
家
を
訪
ね
、
お
話
を
う
か
が
い
忘
れ
ら
れ

ぬ
時
を
過
ご
し
た
が
、
俳
句
の
創
作
も
話
題
と
な
り
、

マ
ル
コ
ヴ
ァ
の
翻
訳
句
集
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の

だ
っ
た
。
翌
年
二
月
に
、
デ
サ
ン
カ
は
眠
る
よ
う
に

昇
天
。
彼
女
に
と
っ
て
、
俳
句
は
生
涯
を
通
じ
て
大

切
な
詩
形
式
だ
っ
た
の
だ
っ
た
。

マ
ル
コ
ヴ
ァ
に
よ
る
翻
訳
句
集
は
、
短
歌
と
俳
句
（
発
句
）
の
定
義
、
江
戸
時
代
の
文
学
状
況
、
芭
蕉
、

一
茶
、
蕪
村
ら
の
文
学
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
序
文
（М

аркова 1975: 5–44

）
の
あ
と

に
、﹃
野
ざ
ら
し
紀
行
﹄
と
﹃
笈
の
小
文
﹄
か
ら
芭
蕉
の
俳
句
の
訳
を
配
し
、
次
に
江
戸
時
代
の
俳
人
た

ち
の
翻
訳
を
収
め
て
い
る
。
芭
蕉
の
作
品
は
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
（М

аркова 1975: 45–194

）、
後

半
は
、
言
水
、
去
来
、
千
代
女
、
其
角
、
蕪
村
、
一
茶
な
ど
、
江
戸
俳
句
を
代
表
す
る
三
十
四
人
の
俳
句

の
訳
で
あ
る
。
こ
の
書
物
が
、
デ
サ
ン
カ
の
俳
句
の
教
科
書
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
デ

サ
ン
カ
は
ロ
シ
ア
語
か
ら
セ
ル
ビ
ア
語
に
俳
句
を
訳
し
た
こ
と
は
な
い
。

デ
サ
ン
カ
は
数
多
く
の
俳
句
を
詠よ

み
、
晩
年
に
は
句
集
﹃
故
郷
の
オ
ゾ
ン
﹄（О

зон завичаја, 1990

）
を

デサンカ・マクシモヴッチ
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編
ん
だ
。
詩
人
自
身
に
よ
る
序
文
を
附
し
、
一
頁
に
ゆ
っ
た
り
と
四
句
が
組
ま
れ
、
ヴ
ォ
イ
ス
ラ
ヴ
・
ミ

ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
油
彩
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
挿
絵
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
絵
画
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
も
い
え
る
書
物
で
あ
り
、
五
章
か
ら
成
る
。
一
章
﹁
故
郷
の
オ
ゾ
ン
﹂（
一
七
四
句
）、
二
章
﹁
前
頭
骨

の
塔
﹂（
一
二
二
句
）、
三
章
﹁
宵
の
明
星
﹂（
一
五
五
句
）、
四
章
﹁
村
の
墓
場
﹂（
一
三
九
句
）、
五
章
﹁
月
の

木
橋
﹂（
一
四
七
句
）
と
、
あ
わ
せ
て
七
三
七
句
を
収
め
て
い
る
。
題
名
は
、
オ
ゾ
ン
と
い
う
外
来
語
起
源
の

科
学
用
語
と
﹁
故
郷
﹂
と
い
う
古
風
な
語
彙
を
組
み
合
わ
せ
、
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
の
取
り
合
わ
せ
が
現
代

的
で
あ
る
。
章
の
タ
イ
ト
ル
も
、
第
二
章
に
医
学
用
語
が
用
い
ら
れ
、
他
の
章
の
タ
イ
ト
ル
に
比
べ
て
異

質
で
、
緊
張
感
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
感
じ
ら
れ
る
。
俳
句
と
い
う
形
式
を
用
い
た
斬
新
な
短
詩
集
で
あ
る
。

句
集
か
ら
作
品
を
、
い
く
つ
か
選
ん
で
み
よ
う
。

傷
な
の
か
輝
く
泉
か
空
の
月

М
ож

да је М
есец

рана на небу, мож
да је

сјајан кладенац.

	

（М
аксимовић 1990: 208

）

『故郷のオゾン』
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旅
に
果
て
村
の
は
ず
れ
に
葬
ら
れ

Умро на путу

крај сеоског гробљ
а,

ту и сахрањ
ен.

	

（М
аксимовић 1990: 154

）

棺
乗
せ
た
牛
車
の
先
を
ゆ
く
魂

В
оловска кола

возе тело покојника, 

душ
а иде напред.

	

（М
аксимовић 1990: 164

）

宇
宙
観
る
雀
の
小
さ
き
瞳
か
な
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С
ићуш

но око

вравчево огледа

сву васиону.

	

（М
аксимовић 1990: 190

）

波
よ
せ
て
岸
に
花
さ
く
砂
利
の
花

П
љ

усне ли талас

на обалу, претвори

ш
љ

унак у цвеће.

	

（М
аксимовић 1990: 42

）

デ
サ
ン
カ
は
、﹁
五
音
、
七
音
、
五
音
の
短
詩
形
式
は
セ
ル
ビ
ア
語
で
美
し
く
響
き
ま
す
。
指
で
韻
数

を
数
え
な
が
ら
書
き
ま
す
﹂
と
語
っ
た
。
彼
女
の
作
品
の
多
く
は
、
俳
句
の
形
式
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
詩
形
式
を
守
る
セ
ル
ビ
ア
の
俳
人
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
土
地
の
口
承
文
芸
の
抒
情
詩
に
、

五
韻
詩
、
七
韻
詩
の
定
型
が
あ
る
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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し
か
し
、
デ
サ
ン
カ
が
日
本
の
俳
句
か
ら
受
け
入
れ
た
も
の
は
詩
形
式
だ
け
で
は
な
い
。
主
題
や
素
材
、

詩
精
神
そ
の
も
の
も
、
俳
句
か
ら
深
い
霊
感
を
受
け
て
い
る
。
自
然
を
い
か
に
詠
む
か
、
そ
れ
を
心
象
風

景
と
し
て
い
か
に
形
象
化
す
る
か
を
、
デ
サ
ン
カ
は
日
本
の
俳
句
か
ら
学
び
と
っ
て
い
る
。

デ
サ
ン
カ
自
身
の
自
由
詩
作
品
と
比
べ
る
と
、
俳
句
の
多
く
が
、
自
然
の
風
景
、
ま
た
は
寒
村
を
詠う
た

っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
都
会
を
舞
台
に
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
緑
濃
き
故
郷
が
舞
台
で
あ
る
。

晩
年
は
、
生
地
ブ
ラ
ン
コ
ヴ
ィ
ナ
村
の
家
で
時
を
過
ご
し
、
創
作
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
作
品
に

は
、
四
季
の
移
ろ
い
が
表
現
さ
れ
、
山
や
森
や
小
川
、
動
植
物
が
詠
み
こ
ま
れ
、
自
然
の
情
景
が
心
象
風

景
を
作
っ
て
い
る
。

人
と
人
と
の
関
係
、
人
と
神
の
関
係
を
中
心
に
す
え
た
キ
リ
ス
ト
教
圏
（
正
教
圏
）
に
属
す
る
セ
ル
ビ

ア
文
学
の
伝
統
の
な
か
で
は
、
新
鮮
な
詩
学
で
あ
る
。
デ
サ
ン
カ
の
女
の
恋
心
を
詠
っ
た
代
表
作
﹁
お

の
の
き
﹂（„Стрепњ

е“, 1924

）、
ま
た
宗
教
的
な
テ
ー
マ
に
と
り
く
む
詩
集
﹃
赦
し
を
求
む
﹄（Траж

им 

помиловањ
е, 1964

）
と
比
べ
る
と
、
俳
句
形
式
の
作
品
に
は
人
と
人
、
人
と
神
の
関
係
を
主
題
と
す
る

も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
自
然
が
重
要
な
主
題
を
形
づ
く
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
墓
場
が
重
要
な
空
間
と

し
て
現
れ
、
死
者
の
魂
を
モ
テ
ィ
ー
フ
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
芭
蕉
を
中
心
と

す
る
マ
ル
コ
ヴ
ァ
の
俳
諧
の
翻
訳
を
と
お
し
て
デ
サ
ン
カ
が
出
会
っ
た
も
の
は
、
自
然
の
情
景
に
よ
る
心

象
風
景
、
ま
た
は
人
の
死
を
主
題
と
す
る
俳
句
の
詩
精
神
で
あ
り
、
侘
び
、
寂
び
と
い
っ
た
境
地
に
近
い
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も
の
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
村
の
墓
地
を
あ
つ
か
う
連
作
に
は
、
マ
ル
コ
ヴ
ァ
訳
の
芭
蕉
の
﹃
野
ざ
ら
し

紀
行
﹄
の
影
が
色
濃
く
感
じ
ら
れ
る
。

俳
句
の
短
詩
形
式
は
、
デ
サ
ン
カ
の
表
現
を
凝
縮
し
て
い
っ
た
。
彼
女
の
自
由
詩
の
作
品
に
は
、
比

較
的
長
い
作
品
が
多
い
。
代
表
作
﹁
血
ま
み
れ
の
童
話
﹂（„К

рвава бајка“, 1941

）
は
、
第
二
次
大
戦
中
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
占
領
下
の
セ
ル
ビ
ア
の
町
ク
ラ
グ
エ
ヴ
ァ
ッ
ツ
で
起
き
た
虐
殺
事
件
に
取
材
し
、
学
童

た
ち
の
死
を
詠
っ
た
も
の
だ
が
、
七
連
五
十
三
行
の
構
成
で
あ
り
、
叙
事
詩
的
な
長
詩
で
あ
る
。
だ
が
、

句
集
﹃
故
郷
の
オ
ゾ
ン
﹄
で
は
、
子
供
の
死
は
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

子
の
墓
に
林
檎
に
砂
糖
、
子
は
食は

ま
ず

 

Д
ечја хумчица, 

на њ
ој јабука, ш

ећер, -

а детету се не једе.

	

（М
аксимовић 1990: 152

）

デ
サ
ン
カ
は
、
俳
句
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
叙
事
詩
に
特
徴
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
排
し
、
象
徴
性
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の
高
い
表
現
方
法
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
セ
ル
ビ
ア
文
学
と
日
本
の
伝
統
詩
と
の

最
初
の
出
会
い
は
一
九
二
八
年
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
翻
訳
詩
集
﹃
日
本
の
古
歌
﹄（П

есме 

ст
арог Јапана

）
が
刊
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ

の
書
物
を
編
ん
だ
の
は
、
二
十
世
紀
セ
ル
ビ
ア
文

学
を
代
表
す
る
文
学
者
、
ミ
ロ
シ
ュ
・
ツ
ル
ニ

ャ
ン
ス
キ
ー
（М

илош
 Ц

ърнянски, 1893–1977

）

で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
活
動
の
な
か
で
ド
イ
ツ
表
現
派
の
流
れ
を
く
む
神
秘
的
な

﹁
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
﹂
を
提
唱
し
た
詩
人
は
、
東
洋
の
詩
想
を
求
め
、
こ
の
翻
訳
詩
集
を
編
ん
だ
の
だ
っ

た
。
い
ま
だ
に
類
書
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
日
も
版
を
重
ね
、
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
日
本
文
学
史

で
い
え
ば
、
少
し
時
代
も
潮
流
も
異
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
詩
を
紹
介
し
た
上
田
敏
の
﹃
海
潮
音
﹄
の

よ
う
な
大
切
な
一
冊
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、﹃
日
本
の
古
歌
﹄
を
と
り
あ
げ
、
セ
ル
ビ
ア
に
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
と
日
本

の
伝
統
詩
歌
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ミロシュ・ツルニャンスキー
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ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
と
セ
ル
ビ
ア

そ
れ
に
し
て
も
、
素
朴
な
疑
問
が
わ
く
。
日
本
の
伝
統
的
な
詩
歌
が
、
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
に
ど
ん
な
関
わ
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運

動
の
要
素
で
あ
る
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
は
、
十
九
世
紀
末
期
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ

た
、
反
権
威
、
反
体
制
、
反
慣
習
、
反
伝
統
を
柱
と
す
る
芸
術
運
動
で
あ
っ
た
。
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

（
前
衛
）
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
、
軍
隊
用
語
で
あ
り
、
一
七
九
四
年
に
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

時
代
に
使
わ
れ
は
じ
め
、
十
九
世
紀
の
半
ば
ま
で
は
社
会
的
な
進
歩
、
社
会
主
義
的
な
思
想
や
芸
術
家
た

ち
の
協
働
を
示
す
言
葉
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
も
政
治
的
な
意
味
で
こ
の
言
葉
を
用
い

て
い
る
。
芸
術
運
動
の
意
味
で
用
い
た
の
は
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
で
、
一
九
一
二
年
の
イ
タ
リ
ア
未
来
派
の
展

覧
会
を
評
し
た
文
章
に
登
場
す
る
（Sabolči 1997: 9–10

）。

こ
の
言
葉
の
語
源
が
示
す
よ
う
に
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
の
な
か
で
培
わ
れ
た
既
成
概
念
や
市
民
道
徳
の
欺ぎ

瞞ま
ん

を
破
壊
し
て
い
く
闘
争
的
な
精
神
が
含
ま
れ

て
い
た
。
と
り
わ
け
第
一
次
世
界
大
戦
は
芸
術
家
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
、
新
し
い
詩
学
を
生
み
出
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
人
類
に
善
き
も
の
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
っ
た
近
代
文
明
が
、
大
量
死
を
引
き
起
こ
し
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た
の
で
あ
る
。
大
戦
の
灰
の
な
か
か
ら
、
若
い
芸
術
家
た
ち
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
ダ
ダ
た
ち
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
過
激
な
意
味
破
壊
運
動
を
開
始
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
伝
統
に
疑
問
を
感
じ
た
彼

ら
は
、
芸
術
表
現
の
モ
デ
ル
を
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
に
求
め
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
ア
フ
リ
カ
や
ア

ジ
ア
の
伝
統
芸
術
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
彫
像
や
ジ
ャ
ズ
音
楽
、
中
国
や
日
本

な
ど
東
洋
の
伝
統
文
学
、
仏
教
思
想
な
ど
が
、
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ス
ラ
ブ
諸
国
に
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
が
広
ま
る
の
は

一
九
一
〇
年
代
あ
た
り
か
ら
で
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
第
一
次
大
戦
後
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
を
は
じ
め
戦
争

の
悲
惨
を
自
ら
体
験
し
た
若
者
た
ち
が
担
い
手
と
な
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。
セ
ル

ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
も
つ
反
伝
統
主
義
、
反
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
主
義
的
傾
向
を
受
け
つ
ぎ
な
が
ら
、
異
国
の
文
化
に
目
覚
め
て
い
っ
た
。
近
代
に
お
い
て
植
民
地
支

配
の
経
験
を
も
た
ぬ
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
は
、
東
洋
も
ア
フ
リ
カ
も
未
知
の
世
界
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
・

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
通
し
て
、
遥
か
な

﹁
異
郷
﹂、
と
り
わ
け
東
洋
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
く
。
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セ
ル
ビ
ア
と
い
う
国

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
を
生
ん
だ
セ
ル
ビ
ア
と
い
う
国
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
中
央
に
位
置
す
る
南
ス
ラ

ブ
の
国
で
あ
る
。
バ
ル
カ
ン
半
島
は
、
歴
史
を
通
じ
て
、
異
な
る
思
想
、
宗
教
、
政
治
体
制
が
出
会
う
場

所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
土
地
の
文
化
に
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
国
境
を
め
ぐ
る
争
い
、
戦
争

と
い
う
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
、
今
も
な
お
紛
争
の
絶
え
な
い
土
地
と
し
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
に
、
海
に

囲
ま
れ
、
歴
史
を
通
じ
て
国
境
の
変
化
が
き
わ
め
て
少
な
い
国
と
は
全
く
異
な
っ
た
歴
史
的
、
地
理
的
な

環
境
の
な
か
で
セ
ル
ビ
ア
文
学
は
育
ま
れ
て
き
た
の
だ
。

こ
の
土
地
に
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
ス
ラ
ブ
人
が
南
下
し
て
定
住
し
、
国
家
を
形
成
し
て
い
く
。

同
じ
言
語
圏
に
あ
り
な
が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
受
け
入
れ
、
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

支
配
下
に
お
か
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
も
と
で
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
ム

ス
リ
ム
人
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
影
響
で
ギ
リ
シ
ャ
正
教
を
受
け
入
れ
た
セ
ル
ビ
ア
人
と
、
宗
教
に
よ
っ

て
異
な
る
民
族
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
王
国
は
十
二
世
紀
に
成
立
す
る
が
、
十
四
世
紀
末
に

コ
ソ
ボ
の
戦
い
で
ト
ル
コ
軍
に
敗
れ
、
五
百
年
の
長
き
に
わ
た
り
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
支
配
下
に

お
か
れ
る
。
十
九
世
紀
初
頭
、
独
立
を
め
ざ
す
セ
ル
ビ
ア
人
の
蜂
起
が
各
地
で
始
ま
り
、
長
い
闘
争
の
末

に
、
一
八
七
八
年
、
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
セ
ル
ビ
ア
王
国
の
独
立
が
承
認
さ
れ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
、
オ
ー
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ス
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
ボ
ス
ニ
ア
を
併
合
す
る
と
、
ボ
ス
ニ
ア
で
も
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ

ア
人
、
ム
ス
リ
ム
人
ら
土
地
の
ス
ラ
ブ
系
の
青
年
た
ち
が
、
民
族
解
放
運
動
を
展
開
し
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
一
九
一
四
年
、
ボ
ス
ニ
ア
で
起
き
た
サ
ラ
エ
ボ
事
件
を
き
っ
か
け
に
勃
発
し
た
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
か
ら
の
独
立
を
目
指
す
﹁
ボ
ス
ニ
ア
青
年
党
﹂
に
よ
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
皇
太
子

夫
妻
暗
殺
事
件
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
で
、
セ
ル
ビ
ア
は
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
勝
利
し
、
こ
れ
ま
で
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ス
ラ
ブ
系
の
民
族
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
人
と
と
も
に
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
王
国
を
建
国
し
た
。
だ
が
多
民
族
国
家
の
共
同
体
は
、
最
初
か
ら
多
く
の
問
題
を
孕
ん
で
お
り
、

緊
張
と
不
安
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
不
安
は
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
学
に
も
影
を
落
と
し
て
い

っ
た
。

﹃
日
本
の
古
歌
﹄
を
生
ん
だ
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
学
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
オ
ー
ス
リ

ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
よ
る
分
断
統
治
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
背
景
と
し
て
い
る
。
日
本
の
伝
統
詩
は
、

異
な
る
文
化
が
混
ざ
り
合
い
、
文
明
が
せ
め
ぎ
合
う
土
地
、
バ
ル
カ
ン
半
島
と
い
う
世
界
の
弾
薬
庫
に
伝

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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移
動
の
詩
人
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
人
生
に
も
、
二
十
世
紀
の
セ
ル
ビ
ア
の
戦
争
史
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
彼
を
移
動
の
詩
人
と
し
た
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
一
八
九
三
年
十
月
二
十
六
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
領
の
町

チ
ョ
ン
グ
ラ
ッ
ド
で
、
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
司
祭
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
一
八
九
六
年
、
父
の
転
勤
に
と
も

な
い
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
テ
ィ
ミ
シ
ョ
ワ
ラ
市
へ
移
住
、
小
学
校
と
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
終
え
た
。
カ
ト
リ
ッ

ク
系
の
学
校
で
学
ん
だ
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
ラ
テ
ン
語
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
に
精
通
し
、

視
野
を
広
め
る
こ
と
な
る
。
一
九
一
三
年
、
ウ
ィ
ー
ン

の
大
学
で
医
学
部
に
入
学
す
る
が
、
文
学
に
魅
せ
ら
れ

て
退
学
、
哲
学
部
に
入
学
し
た
。

し
か
し
一
九
一
四
年
、
サ
ラ
エ
ボ
事
件
が
起
こ
る
と
、

オ
ー
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
領
内
の
セ
ル
ビ
ア

人
青
年
を
学
徒
強
制
動
員
す
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

も
、
最
も
悲
惨
だ
と
言
わ
れ
た
ガ
リ
ツ
ィ
ア
戦
線
に
送

ら
れ
た
。
ガ
リ
ツ
ィ
ア
は
、
同
じ
ス
ラ
ブ
民
族
で
あ
る

軍服を着た1914年のツルニャンスキー
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同
胞
ロ
シ
ア
人
に
銃
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
兵
士
に
は
辛
い
戦
場
で
、
脱
走
兵
が
数
多

く
出
た
と
言
わ
れ
る
。
戦
場
で
詩
人
は
肺
を
病
み
、
ウ
ィ
ー
ン
の
病
院
に
入
院
、
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
た
。

終
戦
後
、
一
九
一
七
年
あ
た
り
か
ら
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
本
格
的
な
文
学
活
動
を
開
始
す
る
。
ア
ヴ

ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
担
い
手
と
し
て
、
ザ
グ
レ
ブ
の
前
衛
雑
誌
﹃
頂ゼ
ニ
ッ
ト点

﹄（Зенит

）
等
に
も
詩
作
品
を
寄
せ

た
。
一
九
一
九
年
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
文
学
部
入
学
。
同
年
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
詩
集
﹃
イ
タ
カ
の

抒
情
詩
﹄（Л

ирика И
т

аке

）
を
発
表
。
セ
ル
ビ
ア
二
十
世
紀
文
学
最
高
の
詩
集
と
も
い
う
べ
き
本
書
は
、

戦
場
か
ら
荒
廃
し
た
故
郷
へ
も
ど
る
兵
士
を
主
題
と
し
、
多
く
の
読
者
の
心
を
と
ら
え
た
。

翌
一
九
二
〇
年
は
、
東
洋
の
伝
統
詩
と
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
出
会
い
の
年
と
な
る
。
異
郷
へ
の
憧
憬

を
主
題
と
す
る
詩
﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
を
発
表
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
を
唱
え
て
、
運

動
の
宣
言
文
と
も
い
う
べ
き
﹁﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
の
解
説
﹂（„О

бјаш
њ

ењ
е ‘Суматре’ “

）
を
発
表
す
る
。
そ

の
秋
、
相
続
し
た
家
屋
を
売
却
し
、
後
に
妻
と
な
る
ヴ
ィ
ダ
と
と
も
に
パ
リ
へ
向
か
い
、
翌
年
ま
で
滞
在
、

パ
リ
国
立
美
術
館
、
ギ
メ
東
洋
博
物
館
な
ど
で
、
日
本
と
中
国
の
伝
統
詩
の
翻
訳
詩
集
を
編
む
べ
く
資
料

を
収
集
し
た
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
留
学
し
て
い
た
中
国
の
青
年
た
ち
と
交
遊
し
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は

彼
ら
か
ら
様
々
な
助
言
を
う
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
勤
工
倹
学
運
動
に
よ
る
若
き
知
識
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。

文
学
に
つ
い
て
造
詣
の
深
い
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
九
二
一
年
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
イ
タ
リ
ア
を
経
由
し
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
戻
り
、
自
ら
の
戦
争
体
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験
を
も
と
に
し
た
幻
想
小
説
﹃
チ
ャ
ル
ノ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
つ
い
て
の
日
記
﹄（Дневник о Ч

арнојевићу

）
を

発
表
す
る
。
一
九
二
二
年
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
を
卒
業
。
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
第
四
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
歴

史
と
文
学
を
教
え
な
が
ら
文
学
活
動
を
展
開
し
、
一
九
二
八
年
に
外
務
省
に
入
省
、
文
化
・
情
報
担
当
官

と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
大
使
館
に
二
年
間
、
勤
務
し
た
。
創
作
活
動
も
精
力
的
に
続
け
、
一
九
二
九
年
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
支
配
下
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
民
族
移
動
を
描
い
た
長
編
小
説
﹃
流
浪
﹄（С

еоба

）
を
発
表
す

る
。
パ
リ
で
集
め
た
資
料
を
も
と
に
東
洋
の
詩
の
翻
訳
を
ま
と
め
、
一
九
二
三
年
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
翻

訳
詩
集
﹃
中
国
抒
情
詩
﹄（Ант

ологија кинеске лирике

）、
二
八
年
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
と
サ
ラ
エ
ボ
で
翻

訳
詩
集
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
を
刊
行
し
た
。

一
九
三
五
年
か
ら
ロ
ー
マ
大
使
館
勤
務
と
な
り
、
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
、
そ
こ
で
第
二
次
大
戦
を
迎
え
た
。

一
九
四
一
年
、
大
戦
勃
発
後
、
ロ
ー
マ
大
使
館
の
館
員
と
と
も
に
、
マ
ド
リ
ッ
ド
経
由
で
リ
ス
ボ
ン
に
た

ど
り
着
き
、
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
う
。
そ
こ
で
、
在
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
王
国
亡
命
政
権
の
要
請

に
よ
り
、
亡
命
政
権
の
出
版
部
勤
務
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え
た
。

一
九
四
五
年
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
夫
妻
は
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
す
る
。
社
会
主
義
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
共

和
国
連
邦
と
な
っ
た
祖
国
に
戻
る
の
は
、
政
治
的
な
理
由
か
ら
危
険
で
あ
る
と
、
周
囲
の
者
た
ち
か
ら
の

助
言
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
言
わ
れ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
貧
困
の
な
か
で
執
筆
を
続
け
た
。
妻
は
ハ

ロ
ッ
ズ
百
貨
店
で
人
形
の
洋
服
を
作
り
生
活
を
支
え
、
詩
人
は
靴
屋
の
事
務
員
や
書
店
の
配
達
員
な
ど
を
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し
て
、
日
々
の
糧
を
得
た
。
一
九
五
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
取
得
す
る
。

一
九
五
六
年
、
長
詩
﹁
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
悲
歌
﹂（„Л

амент над Београдом“

）
を
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ー
ド
ン
・

ビ
ー
チ
で
完
成
。﹁
無
﹂
を
主
題
と
し
、
東
洋
思
想
も
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
作
品
が
最
後
の
詩
作

品
と
な
り
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
以
後
、
長
編
小
説
の
執
筆
に
専
念
し
て
い
く
。

一
九
五
六
年
、
祖
国
で
代
表
作
、
小
説
﹃
流
浪
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
の
を
機
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

の
文
学
雑
誌
に
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
祖
国
と
の
関
係
は
ふ
た
た
び
緊
密
に
な
っ
て
い
く
。

一
九
六
五
年
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
大
使
の
仲
介
に
よ
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
政
府
の
承
認
の
も
と
妻
と
と

も
に
帰
国
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
を
返
還
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
籍
を
取
得
す
る
。
最
初
は
、
町
の
中
心
街
に

あ
る
ホ
テ
ル
・
エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー
ル
の
一
室
を
仮
寓
と
し
、
後
に
ト
ル
ブ
ヒ
ン
将
軍
通
り
八
一
番
地
の
ア

パ
ー
ト
で
暮
ら
し
た
。
一
九
七
一
年
、
セ
ル
ビ
ア
文
学
者
協
会
文
学
賞
受
賞
。
一
九
七
二
年
、
長
編
小
説

﹃
ロ
ン
ド
ン
物
語
﹄（Роман о Л

ондону
）
を
発
表
。
一
九
七
七
年
、
老
衰
の
た
め
静
か
に
昇
天
。
度
重
な

る
引
っ
越
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遺
さ
れ
た
書
物
の
中
に
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
ヴ
ォ
ン
の
﹃
日
本
文
学
の

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
﹄（M

ichel R
evon, Anthologije de la literature japonaise, Paris, 1919

）
が
あ
っ
た
と
い
う

（П
оповић-Радовић 2003: 41

）。

遺
品
と
な
っ
た
靴
の
空
き
箱
に
は
、
代
表
作
の
小
説
﹃
ロ
ン
ド
ン
物
語
﹄
の
構
想
が
書
か
れ
た
様
々
な

大
き
さ
の
紙
片
が
、
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
。
彼
の
故
郷
喪
失
者
と
し
て
の
半
生
、
そ
し
て
祖
国
へ
の
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帰
還
は
、
ま
さ
に
移
動
の
文
学
を
象
徴
し
て
い
る
。﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
移
動
の
詩
人
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス

キ
ー
の
手
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
と
「
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
」

﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
唱
え
た
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
の
実
践
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
、
ス
マ
ト
ラ
の
詩
学
と
密
接
な
関
係
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
に
は
、
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
慣
習
の
否
定
、
宇
宙
の
拡
が
り
を
求
め
る
、
ド
イ
ツ
表
現

主
義
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
異
郷
で
あ
る
ス
マ

ト
ラ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
遠
い
世
界
へ
の
憧
憬
が
、
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
流
れ
を
く
み
な
が
ら
も
、
喧
騒
で
は
な
く
静
寂
、
都
会
で
は
な

く
自
然
に
満
ち
た
森
、
苛
立
ち
や
憎
悪
で
は
な
く
安
ら
ぎ
と
歓
び
を
求
め
る
と
こ
ろ
に
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス

キ
ー
の
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
中
国
お
よ
び
日
本
の
伝
統
詩
歌
の
翻
訳
と
い
う
体
験
を

通
じ
て
、
老
子
の
﹁
無
﹂
の
思
想
、
無
常
の
表
象
で
あ
る
﹁
桜
の
花
﹂
を
織
り
込
み
、
霧
や
光
、
エ
ー
テ

ル
の
よ
う
な
明
確
な
形
を
と
も
な
わ
ぬ
モ
テ
ィ
ー
フ
を
ち
り
ば
め
、
詩
人
は
形
而
上
的
な
世
界
を
提
示
し

た
の
だ
っ
た
。
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形
を
も
た
ぬ
も
の
、
不
可
視
の
世
界
、
神
秘
的
な
も
の
、
魂
へ
の
傾
倒
、
自
然
描
写
を
心
象
風
景
に

重
ね
る
詩
法
は
、
東
洋
詩
に
触
れ
る
前
に
編
ま
れ
た
﹃
イ
タ
カ
の
抒
情
詩
﹄
の
﹁
痕
跡
﹂（„Траг“, 1919

）

に
も
み
ら
れ
る
。﹁
夢
﹂、﹁
絹
﹂、﹁
香
り
﹂
な
ど
、﹃
日
本
の
古
歌
﹄
に
も
現
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
ち
り
ば

め
ら
れ
、
和
歌
の
世
界
に
共
通
す
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
痕
跡

願
い
は夢

の
あ
と
で

僕
の
痕
跡
を
君
の
身
体
に
残
さ
ぬ
こ
と

た
だ
僕
か
ら
持
っ
て
お
い
き

哀
し
み
と
白
い
絹
と

ほ
の
か
な
香
り
を
︙
︙

山
鳴
ら
し
の
落
ち
葉
に
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埋
も
れ
た
道
の
香
り
を

 

（Ц
рњ

ански 1993: 63

）

こ
の
詩
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
詩
学
は
、
儚は
か
なき

も
の
、
仄ほ
の

か
な
も
の
か
ら
織

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
伝
統
詩
に
も
通
じ
る
感
性
を
も
っ
て
い
た
詩
人
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼

の
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
は
、
詩
精
神
の
み
な
ら
ず
、
詩
形
式
の
改
革
運
動
で
も
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
現
代
詩

の
変
革
を
も
意
図
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
セ
ル
ビ
ア
の
象
徴
主
義
の
詩
の
よ
う
に
、
韻
を
踏
む
ソ
ネ
ッ

ト
の
定
型
詩
を
否
定
し
、
自
由
詩
を
め
ざ
し
て
い
る
。﹁
魂
の
速
記
﹂
と
も
い
う
べ
き
、
述
部
を
省
略
し

た
名
詞
か
ら
な
る
短
い
句
、
い
わ
ゆ
る
﹁
叫
び
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
﹂
を
用
い
て
、
動
的
な
詩
を
生
み
だ
し

て
い
っ
た
。

一
九
二
〇
年
、
文
芸
雑
誌
﹃
セ
ル
ビ
ア
文
学
報
知
﹄（С

рпски књ
иж

евни гласник

）
に
発
表
の
﹁
ス
マ

ト
ラ
﹂（„Суматра“

）
は
四
連
か
ら
な
り
、
韻
を
ふ
ま
ぬ
自
由
詩
で
、
連
の
中
の
句
の
数
も
異
な
る
。
故

郷
喪
失
と
異
郷
に
お
け
る
愛
の
探
求
を
テ
ー
マ
と
し
、
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
に
ウ
ラ
ル
山
脈
と
い
う
ア
ジ
ア

の
地
名
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
神
秘
的
で
気
体
の
流
れ
の
よ
う
な
詩
は
、
ス
マ
ト
ラ
の
地
名
に
象
徴
さ
れ

る
遥
か
な
土
地
へ
の
憧
れ
を
主
題
と
し
て
い
る
。
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ス
マ
ト
ラ

今
こ
そ
、
僕
ら
は
　
や
す
ら
ぎ
、
軽
や
か
で
　
優
し
く

想
い
え
が
け
ば
、
ウ
ラ
ル
山
脈
の
雪
の
つ
も
っ
た
頂
は

な
ん
と
静
か
だ
ろ
う
か

あ
の
夕
暮
れ
に
僕
ら
の
失
っ
た
　
青
ざ
め
た
顔
が

僕
ら
を
悲
し
ま
せ
る
と
き

き
っ
と
　
ど
こ
か
で
　
小
川
が

彼
の
か
わ
り
に
、
茜
色
に
　
流
れ
て
い
る
は
ず

ひ
と
つ
ま
た
ひ
と
つ
愛
が
、
今
朝
、
異
郷
に
て

果
て
し
な
く
　
静
か
な
青
い
海
原
に

し
っ
か
り
と
　
僕
ら
の
魂
を
つ
つ
み
、

サ
ン
ゴ
の
実
が
　
ま
る
で
　
故
郷
の

桜
の
実
の
よ
う
に
　
紅
く
な
る
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僕
ら
は
夜
に
眼
を
さ
ま
す
、
微
笑
み
、
優
し
く

張
り
つ
め
た
弓
の
月
に

そ
し
て
愛
撫
す
る
　
遥
か
な
丘
を

凍
り
つ
い
た
森
を
、
そ
っ
と
、
こ
の
手
で

 

（Ц
рњ

ански 1993: 77

）

こ
の
詩
を
支
え
る
も
の
は
、
異
質
な
も
の
を
結
び
つ
け
る
力
で
あ
る
。
山
頂
（
ウ
ラ
ル
山
脈
の
頂
）
と

海
（
海
原
）、
異
郷
と
故
郷
と
い
っ
た
異
な
る
世
界
が
結
び
付
け
ら
れ
、
海
原
の
青
と
サ
ン
ゴ
の
赤
が
対

照
を
な
し
、
サ
ン
ゴ
（
海
・
異
郷
）
と
桜
の
実
（
大
地
・
故
郷
）
が
対
を
な
す
。
夜
の
目
覚
め
は
、
冷
た

い
官
能
に
満
ち
て
い
て
、
愛
の
歓
喜
に
、
不
安
が
深
い
影
を
落
と
す
。
愛
が
海
原
で
﹁
魂
を
つ
つ
む
﹂
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
、
僕
た
ち
の
﹁
こ
の
手
﹂
が
﹁
凍
り
つ
い
た
森
﹂
を
愛
撫
す
る
と
い
う
現
実
で
は
あ
り
え

ぬ
表
象
に
よ
っ
て
、
最
後
に
言
葉
は
現
実
界
か
ら
遊
離
し
て
、
弓
の
よ
う
な
月
が
光
る
夜
に
、
エ
ー
テ
ル

の
ご
と
く
漂
い
は
じ
め
る
。
こ
の
詩
が
詠
う
も
の
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
、
形
の
な
い
も
の
、
可
視
の

世
界
の
む
こ
う
に
横
た
わ
る
不
可
視
の
世
界
、
神
秘
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
幽
玄
や
無
常
観
に
も

接
点
を
も
つ
詩
学
で
あ
る
。
こ
の
形
而
上
の
詩
学
こ
そ
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
主
唱
し
た
ス
マ
ト
ラ
イ
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ズ
ム
の
核
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
詩
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
﹁﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
の
解
説
﹂
は
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
ス
マ
ト
ラ
イ

ズ
ム
の
詩
学
の
宣
言
文
と
も
呼
ぶ
べ
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
こ
に

は
﹁
日
本
﹂
の
地
名
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、
文
体
的
に
異
な
る
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
。
前
半
は
、
未
来
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
抒
情
詩
の
精
神
を
説
明
す
る
。
新
し
い
時
代
に
は
、
新
し
い
詩
精
神
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
伝

統
を
否
定
す
る
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
文
学
の
慣
習
を
否
定
し
、
自
由
詩
を
求
め
る
と
い
う
主
張
は
、
い
ず
れ

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
流
れ
を
く
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
精
神
的
な
も
の
、
神
秘
的
な
も
の
、
未
知
な
る
も
の
へ
の
傾

倒
で
あ
る
。
宇
宙
的
な
広
が
り
を
探
求
し
、
宇
宙
の
法
則
を
も
と
め
て
明
ら
か
に
し
、﹁
霧
の
よ
う
な
精

神
的
な
も
の
の
深
淵
﹂
を
め
ざ
す
こ
と
を
主
張
し
た
。
詩
を
実
用
的
な
目
的
か
ら
浄
化
す
る
こ
と
を
主
張
、

政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
道
具
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、
恍
惚
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）
の
形
を
追
求

し
、
こ
う
主
張
す
る
。

我
々
は
、
不
安
を
、
政
変
を
、
言
葉
に
、
感
情
に
、
思
考
に
、
も
た
ら
す
の
だ
。

純
粋
の
恍
惚
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）
の
形
を
我
々
は
与
え
る
の
だ
。
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（Ц
рњ

ански 1920b: 20

）

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
築
こ
う
と
す
る
世
界
は
、
繊
細
で
感
じ
や
す
く
、
無
数
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
成

り
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
彼
が
﹁
す
べ
て
の
色
を
使
う
こ
と
、
我
々
の
夢
と
予
感
の
色
の
揺
ら
め
き
を
﹂

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
言
葉
で
尽
く
せ
ぬ
世
界
な
の
で
あ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、﹁
詩
句
と
は
、

我
を
忘
れ
た
踊
り
子
で
あ
り
、
恍
惚
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）
の
な
か
で
動
き
を
つ
く
る
の
だ
﹂
と
主
張
し
た

（Ц
рњ

ански 1920b: 20
）。

後
半
は
、
一
人
称
単
数
の
語
り
手
に
よ
る
幻
想
的
な
散
文
で
あ
る
。
夢
と
現
実
が
交
錯
す
る
戦
場
か
ら

帰
還
し
た
友
人
は
﹁
日
本
を
通
っ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
逮
捕
さ
れ
、
危
う
く
処
刑
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
﹂
と
、
語
り
手
で
あ
る
﹁
僕
﹂
に
言
う
。
列
車
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
登
場
し
、
東
洋
（
夢
）
と
ス
レ
ム

地
方
の
故
郷
（
現
実
）
が
混
ざ
り
あ
う
。
こ
の
二
つ
の
世
界
の
間
で
、﹁
測
り
知
れ
な
い
愛
﹂
を
感
じ
、
雪
、

丘
、
桜
の
樹
が
現
れ
る
。
こ
う
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
東
洋
は
、
穏
や
か
な
静
け
さ
に
満
た
さ
れ

た
場
所
と
し
て
憧
憬
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
翻
訳
詩
集
に
、
幾
度
も
現
れ
る

こ
と
に
な
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
言
葉
で
結
ば
れ
る
。

そ
し
て
想
っ
た
。
故
郷
は
僕
を
ど
う
や
っ
て
迎
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
。
桜
の
実
は
、
も
う
紅
く
色
づ
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い
て
、
今
は
村
も
陽
気
だ
。
ご
覧
、
色
は
、
は
る
か
星
の
と
こ
ろ
ま
で
、
同
じ
だ
、
桜
の
実
も
、
珊

瑚
も
。（Ц

рњ
ански 1999: 23

）

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
詩
作
品
﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂、
お
よ
び
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
テ
キ
ス

ト
を
発
表
し
た
の
は
、
翻
訳
詩
集
を
ま
と
め
る
べ
く
パ
リ
へ
旅
立
つ
直
前
、
十
月
で
あ
る
。
執
筆
当
時
は
、

東
洋
の
詩
を
よ
く
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
文
学
者
た
ち
の
東
洋
文
化
へ
の
興
味
と
憧
憬
が
あ
っ
た
。

セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
東
洋

﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
発
表
当
時
の
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
を
み
る
と
、
東
洋
や
日
本
に
関
す

る
も
の
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
編
集
し
て
い
た
文
芸
誌
﹃
日
﹄（D

an

）
に
は
、

一
九
一
九
年
に
、
李
白
の
漢
詩
の
翻
訳
﹁
ふ
た
つ
の
笛
﹂（“D

ve frule”

）
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
（Li-po 

1919: 11

）。
翻
訳
者
の
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
の
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
所
収
の
も

の
と
は
異
同
が
あ
り
、
彼
の
訳
に
よ
る
か
否
か
は
判
定
し
が
た
い
が
、
編
集
者
と
し
て
李
白
の
詩
に
触
れ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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こ
の
時
期
に
、
若
い
文
学
者
が
﹁
日
本
﹂
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
文
学
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
前
述

の
﹃
日
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
女
流
詩
人
ア
ニ
ツ
ァ
・
サ
ヴ
ィ
ッ
チ
゠
レ
バ
ッ
ツ
（А

ница С
авић-Ребац, 1892

–1953
）
の
詩
﹁
椿
﹂（“K

am
elija”

）
に
は
、
富
士
山
（
フ
ジ
ヤ
マ
）
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
登
場
す
る
（С

авић-

Ребац 1919: 28

）。﹁
愛
﹂
が
、﹁
花
瓶
に
描
か
れ
た
遥
か
な
国
の
庭
の
花
﹂
に
譬た
と

え
ら
れ
て
い
る
。
後
の

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
に
現
れ
る
絹
、
雪
、
花
な
ど
を
織
り
込
み
、
日
本
の
古
代
と
い

う
時
空
の
な
か
に
、
貴
族
時
代
の
優
雅
で
安
ら
か
な
遠
い
国
を
歌
い
上
げ
、
東
洋
を
理
想
的
に
描
い
て
い

る
。ノ

ー
ベ
ル
賞
作
家
イ
ヴ
ォ
・
ア
ン
ド
リ
ッ
チ
（И

во А
ндрић, 1892–1975

）
も
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
と

交
流
が
あ
り
、
表
現
派
運
動
に
関
わ
っ
た
作
家
で
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
に
発
表
し
た
散
文
集
﹃
不
安
﹄

（N
em

iri, Zagreb, 1920

）
に
は
、﹁
日
本
の
話
﹂
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
世
の
日
本
を
話
の
舞
台
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
時
空
を
バ
ル
カ
ン
半
島
か
ら
隔
離
し
、
国
の
混
乱
期
に
お
け
る
詩
人
の
真
の
役
割
と
は

何
か
を
問
う
た
作
品
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦
後
の
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
王
国
の
建
国
の
苦
悩
が

象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

翌
一
九
二
一
年
、表
現
派
詩
人
ス
タ
ニ
ス
ラ
ヴ
・
ヴ
ィ
ナ
ヴ
ェ
ル
（Станислав В

инавер, 1891–1955

）
は
、

文
芸
誌
﹃
宇
宙
の
避
雷
針
﹄（Гормобран свемира

）
に
﹁
表
現
派
宣
言
﹂（„М

анифест експресионистичке 

ш
коле“

）
を
発
表
、
こ
こ
に
も
日
本
が
登
場
す
る
。
ヴ
ィ
ナ
ヴ
ェ
ル
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
の
﹃
お
菊
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さ
ん
﹄
に
お
け
る
日
本
女
性
像
を
論
じ
、﹁
ロ
テ
ィ
の
日
本
女
性
は
、
日
本
化
の
完
璧
な
る
学
校
を
卒
業
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
性
で
あ
る
﹂（В

инавер 1921: 14

）
と
述
べ
て
、ロ
テ
ィ
が
登
場
人
物
に
人
工
的
な
性
格

を
与
え
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
ヴ
ィ
ナ
ヴ
ェ
ル
は
、
北
斎
を
高
く
評
価
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
浮

世
絵
が
、
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
、
新
鮮
な
霊
感
を
与
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
自
然
が
施
す
よ
り
も
、
少
な
く
与
え
る
こ
と
、
そ
れ
は
新
し
い
表
現
を
与
え
る
こ
と
を
も
意
味
し
、

新
し
い
自
然
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
切
り
捨
て
る
（
北
斎
や
、
日
本
人

た
ち
と
は
別
の
方
法
で
、
し
か
し
類
似
の
痛
み
と
痙
攣
を
感
じ
な
が
ら
）。
印
象
の
働
き
が
、
二
義

的
な
も
の
、
何
か
別
の
も
の
と
偶
然
に
一
体
化
し
関
連
を
も
つ
こ
と
で
脚
色
さ
れ
て
し
ま
う
す
べ
て

の
こ
と
を
、
切
り
捨
て
る
の
だ
。
最
も
純
粋
な
印
象
（
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
、
表
現
（
エ
ク
ス
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
な
る
の
だ
。（В

инавер 1921: 28

）

こ
う
し
て
み
る
と
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
﹃
中
国
の
抒
情
詩
﹄
と
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
を
編
み
、
東
洋

の
伝
統
詩
に
自
由
詩
の
手
本
を
求
め
た
の
は
、
決
し
て
孤
独
な
行
為
で
は
な
か
っ
た
様
子
が
わ
か
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
、
そ
し
て
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
東
洋
志
向
が
背
景
に
あ

っ
た
の
だ
。
堀
口
大
學
や
西
脇
順
三
郎
と
も
交
遊
が
あ
っ
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
も
東
洋
詩
に
関
心
を
し
め
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し
て
い
る
。
ゴ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
で
作
品
を
著
わ
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
系
の
前
衛
詩
人
で
あ
る

が
、
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
詩
人
ボ
シ
コ
・
ト
ー
キ
ン
と
パ
リ
で
出
会
い
、
セ
ル
ビ
ア
前
衛
運

動
と
接
点
が
あ
る
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
代
表
す
る
リ
ト
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
の
﹃
頂ゼ
ニ
ッ
ト点

﹄
は
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
の
エ
ッ
セ

イ
﹁
原
初
と
し
て
の
言
葉
﹂（„Реч као почело“

）
を
ド
イ
ツ
語
か
ら
翻
訳
し
掲
載
し
て
い
る
。﹁
最
も
単

純
な
形
式
の
中
に
最
大
の
内
容
の
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
﹂
と
し
て
、
東
洋
詩
を
志
向
し
、
堀
口
大
學
の

﹃
短
歌
﹄（Tankas, Paris, 1920

）
か
ら
、
短
歌
を
引
用
し
た
。
ゴ
ル
は
、
短
歌
や
俳
句
の
表
現
の
凝
縮
性

を
高
く
評
価
し
、﹁
句
は
文
章
と
し
て
独
立
す
る
べ
き
﹂
だ
と
述
べ
、
各
々
の
文
章
は
、﹁
自
分
自
身
の
知

ら
せ
﹂
を
持
つ
べ
き
で
、
句
を
す
べ
て
合
わ
せ
﹁
あ
る
都
市
の
苛
立
っ
た
生
活
を
表
現
す
る
の
だ
﹂
と
述

べ
た
（Гол 1921: 2–4

）。
前
衛
運
動
ゼ
ニ
ッ
ト
の
研
究
家
ゾ
ラ
ン
・
マ
ル
ク
シ
ュ
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
こ

そ
、﹁
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
の
ゼ
ニ
テ
ィ
ズ
ム
の
詩
学
の
礎

で
あ
る
﹂（M

arkuš 1975: 1222

）
と
し
て
い
る
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
後
、
パ
リ
で
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
、
一
九
二
二
年

に
ま
ず
中
国
の
伝
統
詩
を
文
芸
誌
﹃
思
想
﹄（М

исао X
I, 5–6; X

, 6

）
と
﹃
セ
ル
ビ
ア
文
学
報
知
﹄（V

I, 4; 

V
II, 1, 5, и 6

）
に
発
表
、一
九
二
四
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、﹃
セ
ル
ビ
ア
文
学
報
知
﹄（X

IV, 6, стр. 431-

438, 1925

）
と
﹃
木
霊
﹄（O

djek, бр. 6–7, 1. X
II, 1924

）、
そ
し
て
二
号
に
わ
た
っ
て
﹃
レ
ト
ピ
ス
・
マ
テ
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ィ
ツ
ェ
・
ス
ル
プ
ス
ケ
﹄（Л

ет
опис М

ат
ице српске, књ

. 311, 1–2; књ
. 320, 2–3, 1927

）
に
、
日
本
の
伝

統
詩
歌
を
発
表
し
た
。 

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
翻
訳
と
並
行
し
て
、
東
洋
詩
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を
い
く
つ
か
発
表
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
詩
運
動
の
宣
言
文
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
一
九
二
二
年
二

月
、ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
文
芸
誌
﹃
思
想
﹄
に
発
表
し
た
﹁
自
由
詩
の
た
め
に
﹂（„За слободни стих“: 

Ц
рњ

ански 1922а
）
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

自
由
な
リ
ズ
ム
と
は
、
真
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
抒
情
の
リ
ズ
ム
で
あ
っ
て
、
感
情
と

結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
地
震
観
測
記
録
の
よ
う
に
精
確
な
精
神
の
振
動
の
リ
ズ
ム
な
の
だ
。

（Ц
рњ

ански 1999: 29

）

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
ゴ
ル
と
同
様
、
中
国
と
日
本
の
抒
情
詩
に
、
自
由
韻
律
の
モ
デ
ル
を
見
出
し

て
い
た
。

世
界
で
最
も
美
し
い
中
国
と
日
本
の
抒
情
詩
の
多
大
な
る
影
響
は
、
過
去
五
十
年
来
、
広
ま
っ
て
お

り
、
新
し
い
近
代
的
な
ア
メ
リ
カ
の
抒
情
詩
の
試
み
も
、
踏
韻
を
否
定
し
て
い
る
。（
︙
︙
）
抒
情
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の
過
去
は
、
即
興
で
あ
る
。
最
高
の
即
興
は
中
国
と
日
本
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
花
一
輪
、
あ
る
い

は
雪
に
残
さ
れ
た
、
愛
す
る
人
の
足
跡
に
、
小
さ
な
星
の
瞬
き
の
よ
う
な
永
遠
を
感
じ
る
の
だ
。

（Ц
рњ

ански 1993: 419

）

同
年
翌
三
月
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、﹃
思
想
﹄
に
発
表
し
た
﹁
私
の
中
国
抒
情
詩
集
﹂（„М

оја 

антологија кинеске лирике“: Ц
рњ

ански 1922b

）
で
、
こ
の
翻
訳
詩
集
が
﹁
私
た
ち
の
文
学
と
芸
術
に

新
た
な
視
点
と
手
本
を
も
た
ら
さ
ん
と
す
る
若
者
た
ち
の
運
動
に
お
い
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
﹂
と

述
べ
、﹁
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
学
問
的
、
文
献
学
的
な
も
の
で
は
な
く
、
単
に

思
想
的
、
芸
術
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
﹂
と
記
し
て
い
る
（Ц

рњ
ански 1993: 419

）。
ま
た
、
漢
字
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
新
鮮
な
感
動
を
伝
え
て
い
る
。

音
韻
、
文
字
、
そ
れ
は
記
号
、
表
意
文
字
に
留
ま
ら
ず
、
絵
で
あ
り
、
一
番
大
切
な
の
は
、
視
界
を

与
え
る
こ
と
、
遥
か
な
場
所
、
天
空
を
与
え
る
こ
と
だ
。
翳か
げ

り
は
な
く
、
す
べ
て
が
大
気
の
中
な
の

だ
。（Ц

рњ
ански 1993: 419

）

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
期
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
標
文
字
そ
の
も
の
を
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
使
う
試
み
が
多
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数
な
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の
詩
集
﹃
カ
リ
グ
ラ
ム
﹄（
一
九
一
八
）
の
﹁
雨
﹂

の
よ
う
に
、
文
字
の
配
列
に
よ
っ
て
降
り
し
き
る
雨
を
描
く
な
ど
実
験
的
な
詩
が
生
ま
れ
た
。
従
来
の
文

字
の
記
号
と
し
て
の
機
能
を
否
定
し
、
視
覚
的
な
表
現
の
可
能
性
を
探
っ
た
の
だ
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

が
、
漢
字
の
視
覚
性
に
注
目
し
た
こ
と
も
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
文
脈
で
と
ら
え
ら
れ
る
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、﹁
老
子
の
物
質
（
形
あ
る
も
の
）
の
表
現
方
法
﹂、﹁
杜
甫
の
エ
ー
テ
ル
の
よ

う
な
雰
囲
気
﹂
に
、
詩
学
の
モ
デ
ル
を
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
﹁
翻
訳
す
る
べ
き
も
の
は
、
解
り
や
す
く

鮮
明
な
も
の
で
あ
っ
た
。
春
、
孤
独
、
遥
か
な
山
の
頂
と
静
か
な
空
で
あ
る
﹂
と
記
し
て
い
る
。
文
章
は

﹁
そ
れ
は
哀
し
み
と
孤
独
に
ふ
ち
ど
ら
れ
な
が
ら
も
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
絵
な
の
で
あ
る
﹂
と
結
ば
れ
て
い

る
。パ

リ
で
の
滞
在
直
後
に
書
か
れ
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
、
代
表
作
﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
の
詩
想
と
の
深
い
結
び

つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
前
述
の
﹁﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
の
解
説
﹂
に
も
み
る
よ
う
に
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が

﹁
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
﹂
と
し
て
打
ち
立
て
た
詩
学
は
、
春
の
詩
学
、
悲
哀
と
孤
独
と
平
安
が
エ
ー
テ
ル
の

よ
う
に
混
ざ
り
合
っ
た
美
学
で
あ
り
、
東
洋
の
詩
想
や
美
学
と
接
点
を
も
っ
て
い
た
。
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル

と
同
様
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
も
東
洋
詩
を
自
由
詩
の
形
式
の
手
本
と
み
て
い
る
が
、
ゴ
ル
が
都
市
生
活

の
苛
立
ち
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
東
洋
詩
に
詩
形
式
の
み
で
は
な
く
詩
精
神

の
モ
デ
ル
も
見
出
し
、
自
然
と
安
ら
ぎ
を
志
向
し
て
い
た
。
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翻
訳
詩
集
『
日
本
の
古
歌
』
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
学

ミ
ロ
シ
ュ
・
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
翻
訳
詩
集
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
わ
ず
か
六
十
四
ペ
ー
ジ
の
簡
素

な
書
物
で
あ
る
。
表
紙
に
は
仏
像
の
白
黒
写
真
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
様
式
か
ら
推
し
て
日
本
の
仏

像
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
物
の
図
版
は
こ
の
一
点
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
駆

け
て
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
発
表
し
た
﹃
中
国
の
抒
情
詩
﹄
に
は
、
老
子
像
や
孔
子
像
の
写
真
、
中
国
の

も
の
ら
し
い
水
墨
画
な
ど
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
詩
人
の
名
前
が
漢
字
で
記
さ
れ
、
裏
表
紙

に
は
陰
陽
を
表
現
し
た
太
極
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
国
の
詩
集
に
比
べ
、﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
視
覚
的

な
要
素
が
ず
っ
と
少
な
い
。
だ
が
、
東
洋
に

つ
い
て
の
情
報
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
当

時
の
セ
ル
ビ
ア
、
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
王
国
で
、
こ
の
二
冊
の
翻
訳
詩
集
は
東

洋
の
文
化
の
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
に

印
象
づ
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
英
、
独
、
仏
、
露

語
に
精
通
し
て
い
た
が
、
中
国
語
も
日
本
語

『日本の古歌』
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も
解
さ
な
か
っ
た
。﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
英
、
仏
、
独
の
翻
訳
書
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
本
書
の
引
用

を
た
よ
り
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
書
物
が
翻
訳
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
﹃
東
洋
の
賢
人
﹄（Paul-Louis C

ouchoud, Sage et popètes d’Asie, «A
tm

osphe

re Japonaise», Paris, 1916

）

カ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
﹃
日
本
文
学
史
﹄（K

arl Frorenz, G
eschichte der japanischen Literatur, 

Leipzig, 1909

）

エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
﹃
日
本
の
仏
教
﹄（Ém

ile G
uim

et, Boudhism
e japonaise: Annales du M

usée G
uim

et, 

Paris, n.d.

）

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
﹃
日
本
の
古
典
詩
歌
﹄（B

asil H
all C

ham
berlain, The C

lassical 

Poetry of the Japanese, London, 1880

）

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
ヴ
ォ
ン
﹃
日
本
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
﹄（M

ichel R
evon, Anthologie de la littérature 

Japonaise, Paris, 1919

）

松
尾
邦
之
助
、
ス
タ
イ
ニ
ベ
ル
゠
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン
﹃
其
角
の
俳
諧
﹄（K

uni M
atsuo et Steiniber-O

berlin, 

Les H
aikai de K

ikakou, Paris, 1927

）
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こ
れ
ら
の
書
物
と
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
と
の
引
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
詳
細
な
調
査
が
必
要
で

あ
る
が
、
俳
諧
の
章
で
は
ク
ー
シ
ュ
ー
の
書
物
に
依
拠
し
た
箇
所
が
非
常
に
多
い
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

は
、
自
然
を
愛
し
謙
虚
で
善
良
な
民
と
し
て
日
本
人
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
日
本
人
観
は
ク
ー
シ
ュ
ー

の
書
物
に
依
拠
し
て
い
る
。
仏
教
の
精
神
や
当
時
の
日
本
人
の
庶
民
の
生
活
に
つ
い
て
も
ク
ー
シ
ュ
ー
を

参
考
に
し
て
い
る
。

ク
ー
シ
ュ
ー
の
俳
諧
に
関
す
る
考
察
に
従
い
、
レ
ヴ
ォ
ン
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
そ
れ

ぞ
れ
優
れ
た
日
本
学
の
研
究
者
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、﹁
彼
ら
が
、
俳
句
は
警
句
（
エ
ピ
グ
ラ
ム
）
の

よ
う
な
も
の
だ
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
や
ギ
リ
シ
ャ
の
警
句
と
は
全
く
異
な
る
も
の
だ
か

ら
だ
﹂（Ц

рњ
ански 1990: 46

）
と
述
べ
、
俳
句
と
い
う
短
詩
形
式
に
と
く
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
様
子

が
わ
か
る
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
翻
訳
に
用
い
た
翻
訳
書
や
研
究
書
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
セ
ル
ビ
ア
に
お
け

る
日
本
文
学
の
受
容
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
学
の
研
究
成

果
を
も
と
に
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
、
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と
し
た
日

本
と
の
貿
易
な
ど
を
通
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
東
洋
は
か
な
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
明
治
維
新
後
、
東
京
の
帝
国
大
学
に
は
欧
米
か
ら
優
れ
た
研
究
家
が
招
か
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
日
本

文
化
を
愛
し
、
日
本
語
に
精
通
し
、
帰
国
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
を
伝
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
。
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こ
う
し
て
、
日
本
に
滞
在
経
験
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
日
本
研
究
や
翻
訳
の
成
果
が
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス

キ
ー
に
よ
っ
て
セ
ル
ビ
ア
に
伝
え
ら
れ
た
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
、
日
本
と
の

経
済
的
、
文
化
的
な
交
流
が
活
発
に
な
る
の
は
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が

翻
訳
を
し
て
い
た
時
代
に
は
、
日
本
は
遥
か
な
国
で
あ
っ
た
。

『
日
本
の
古
歌
』
と
い
う
書
物

翻
訳
詩
集
は
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
長
歌
（
八
歌
）、
短
歌
（
三
十
二
首
）、
俳
諧
（
五
十
八

句
）
ま
で
、
九
十
八
作
品
を
収
め
日
本
の
伝
統
詩
歌
の
変
遷
を
概
観
し
て
い
る
。
日
本
文
学
史
に
関
す
る

序
文
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
文
体
や
内
容
か
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日

本
学
者
た
ち
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
、
日
本
の
詩
歌
の
伝
統
の
全
貌
を
伝
え

よ
う
と
す
る
書
物
と
な
っ
て
い
る
。

﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
四
部
構
成
で
、
古
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
俳
諧
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
俳

諧
は
、
江
戸
時
代
の
作
品
を
扱
う
の
で
、
日
本
の
伝
統
詩
の
歴
史
を
た
ど
る
形
を
と
る
。
た
だ
し
、
中
世

は
章
立
て
さ
れ
ず
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
に
戦
乱
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
選
択
さ
れ

た
詩
歌
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
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古
代
の
章
は
、
参
考
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
研
究
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
日
本
の
詩
歌
は
中
国
の
大
き
な
影
響
の
も
と
に
発
展
し
た
と
し
て
、
陰
陽
道
に
つ
い
て
述
べ
、
古

代
日
本
の
祝
詞
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
的
な
儀
式
に
つ
い
て
触
れ
、
雄
略
天
皇
の
大
后
の
歌
が
訳
さ
れ

て
い
る
。
椿
と
豊
御
酒
を
詠
っ
た
長
歌
で
、
古
事
記
の
長
歌
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（﹃
古
事
記
﹄
岩
波
文
庫
、

一
九
三
︱
一
九
四
頁
）。

奈
良
時
代
の
章
は
、
万
葉
集
を
中
心
に
編
ま
れ
、
持
統
天
皇
を
は
じ
め
、
山
部
赤
人
の
長
歌
と
反
歌
、

山
上
憶
良
の
﹁
貧
窮
問
答
歌
﹂
と
﹁
子
ら
を
思
ほ
ふ
歌
﹂、
天
智
天
皇
、
額
田
王
、
大
伴
旅
人
の
﹁
酒
を

賛
む
る
歌
﹂
の
短
歌
を
収
め
た
。

平
安
時
代
は
、﹃
百
人
一
首
﹄
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、﹃
古
今
集
﹄
を
中
心
と
し
、
遍

照
、
小
野
小
町
、
喜
撰
法
師
、
在
原
業
平
、
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
壬
生
忠
岑
、
光
孝
天
皇
、
源
宗
于
、
坂

上
是
則
、
藤
原
仲
麻
呂
、
清
少
納
言
、
蟬
丸
な
ど
の
短
歌
が
訳
さ
れ
て
い
る
。
寂
連
、
西
行
な
ど
﹃
新
古

今
和
歌
集
﹄
の
歌
人
た
ち
も
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
章
の
終
わ
り
に
は
、
一
二
〇
〇
年
あ
た
り
か

ら
中
世
に
入
り
、
戦
乱
期
を
迎
え
た
と
解
説
さ
れ
、
レ
ヴ
ォ
ン
を
引
用
し
て
﹁
今
様
﹂
と
い
う
詩
形
式
が

誕
生
し
た
と
記
さ
れ
て
、
仏
教
的
な
無
常
を
桜
の
花
に
託
し
た
﹁
い
ろ
は
歌
﹂
で
結
ば
れ
て
い
る
。
俳
諧

の
章
で
は
、
戦
国
時
代
に
文
学
が
衰
退
し
た
と
述
べ
た
あ
と
、
江
戸
時
代
の
文
学
に
つ
い
て
解
説
が
続
き
、

宗
鑑
、
守
武
、
芭
蕉
、
其
角
、
去
来
、
貞
室
、
蕪
村
、
一
茶
な
ど
の
句
を
収
め
た
。
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重
訳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
詩
か
ら
か
な
り
離
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
山
上
憶
良
の
﹁
貧
窮

問
答
歌
﹂
を
は
じ
め
、
か
な
り
忠
実
な
訳
も
少
な
く
な
い
。
原
詩
か
ら
離
れ
た
例
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、

千
代
女
の
俳
句
﹁
蜻と
ん
ぼ蛉
釣
り
今
日
は
ど
こ
ま
で
行
っ
た
や
ら
﹂
の
訳
で
、
セ
ル
ビ
ア
の
読
者
に
愛
さ
れ
て

い
る
句
だ
。
千
代
女
が
﹁
幼
い
息
子
の
死
を
詠
っ
た
も
の
﹂
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

Д
а хваташ

 лептире,

ала отрча делеко

далеко.

蝶
と
ら
え
ん
と

駈
け
て
い
っ
た
、
は
る
か
に

は
る
か
に

 

（Ц
рњ

ански 1990: 60

）

蜻
蛉
を
蝶
と
訳
し
て
い
て
、
誤
訳
な
の
だ
が
、
哀
愁
に
満
ち
た
短
詩
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ツ

ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
俳
句
の
翻
訳
で
も
っ
と
も
参
考
に
し
た
ク
ー
シ
ュ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
で
は
蜻
蛉
と
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な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
精
通
し
て
い
た
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
読
み
違
う
こ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
な

い
。
セ
ル
ビ
ア
の
口
承
文
学
で
は
、
蜻
蛉
が
抒
情
詩
に
は
現
れ
な
い
。
ま
た
子
供
が
蜻
蛉
を
と
ら
え
て
遊

ぶ
習
慣
は
な
い
。
蜻
蛉
よ
り
も
セ
ル
ビ
ア
語
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
蝶
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
か
。
セ
ル
ビ
ア
語
で
、
蜻
蛉
は
﹁
妖
精
の
仔
馬
﹂（вилин коњ

иц

）
と
い
う
四
音
の
合
成
語
で
あ
る
が
、

蝶
（лептир
）
は
二
音
で
あ
り
、
短
い
こ
と
も
理
由
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
翻
訳
詩
集
の
編
集
に
際
し
て
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
個
性
が
輝
く
の
は
、
日
本
の
伝
統
詩
に
み

ら
れ
る
桜
の
花
が
無
常
の
表
象
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
桜
の
花
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
注
目
し
た
編
集
を
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
巻
頭
に
は
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
自
身
の
次
の
警
句
が
記
さ
れ
、
桜
の
花
が

主
題
化
さ
れ
て
い
く
。

桜
の
花
よ
、
お
ま
え
は
命
に
な
ん
と
そ
っ
く
り

О
 треш

њ
ев цвете,

како си сличан ж
ивоту.

	

（Ц
рњ

ански 1990: 3

）
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セ
ル
ビ
ア
語
の
名
詞
﹁
命
﹂（ж

ивот

）
は
、
英
語
や
ロ
シ
ア
語
と
同
様
、
生
命
、
人
生
、
生
活
と
三
つ

の
意
味
を
重
ね
も
つ
言
葉
で
あ
る
。
日
本
の
伝
統
詩
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
桜
が
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
﹃
中
国
の
抒
情
詩
﹄
に
は
、

詩
人
自
身
に
よ
る
警
句
は
な
い
。
こ
の
警
句
は
、﹁
桜
﹂
を
主
題
化
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
セ
ル

ビ
ア
語
で
は
、﹁
桜
﹂（треш

њ
а

）
と
い
え
ば
、
花
で
は
な
く
赤
い
実
を
意
味
す
る
。
あ
え
て
﹁
桜
の
花
﹂

（треш
њ

ев цвет
）
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
文
化
背
景
が
あ
る
。

花
を
詠
ん
だ
作
品
は
二
十
四
作
品
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
桜
の
花
を
詠
っ
た
も
の
は
、
十
六
作
品
あ

り
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
意
識
的
に
花
の
歌
や
句
を
選
ん
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
桜
の
花
は
、
ラ
イ
ト
・
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
翻
訳
詩
集
を
つ
ら
ぬ
き
、
無
常
の
イ
メ

ー
ジ
を
形
成
し
て
い
く
。

花
と
無
常
を
結
び
つ
け
る
詩
歌
と
し
て
、
ま
ず
奈
良
時
代
の
章
に
﹃
万
葉
集
﹄
の
梅
の
花
の
歌
（
巻
五
、

八
五
二
番
）
が
置
か
れ
た
。
作
者
と
し
て
は
、
大
伴
旅
人
、
坂
上
郎
女
な
ど
の
説
（
日
本
古
典
文
學
体
系
第

五
巻
、
二
七
頁
）
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
山
上
憶
良
を
作
者
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

梅
の
花
　
夢い
め

に
語
ら
く
風み

流や

び
た
る
　
花
と
我
思
ふ
酒
に
浮
か
べ
こ
そ

（
日
本
古
典
文
學
体
系
第
五
巻
、
八
一
頁
）
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Ц
вет ш

љ
ива

јaвио ми се у сну, ш
апћући:

„види како сам лепо“.

Н
е дај да узалуд опадам.

П
усти да пливам у вину.

梅
の
花
が

私
の
夢
に
現
れ
、
囁さ
さ
やい

た
。

﹁
ご
覧
、
私
が
な
ん
と
美
し
い
か
﹂
と
。

い
た
ず
ら
に
散
ら
せ
な
い
で
お
く
れ
。

酒
に
泳
が
せ
て
お
く
れ
。

 

（Ц
рњ

ански 1990: 18

）

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
次
の
言
葉
を
添
え
、
桜
の
花
が
無
常
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
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こ
の
梅
の
花
の
幻
想
は
、
な
ん
と
お
だ
や
か
だ
ろ
う
。
梅
の
花
は
、
よ
い
香
り
が
す
る
よ
う
に
酒

に
浮
か
べ
ら
れ
た
。
桜
の
花
が
、
無
常
の
象
徴
と
し
て
、
茶
に
浮
か
べ
ら
れ
た
よ
う
に
。

 

（Ц
рњ

ански 1990: 18

）

平
安
時
代
の
章
で
は
、
桜
を
詠
う
小
野
小
町
の
名
歌
が
、
移
ろ
い
ゆ
く
女
の
美
を
主
題
と
し
て
い
る
。

小
野
小
町

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
　
い
た
づ
ら
に
我
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に

（﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
二
、
春
歌
下
、
一
一
三
：
日
本
古
典
文
學
体
系
第
八
巻
、
一
二
四
頁
）

Ц
веће ми свену

у дугој ноћној киш
и.

П
рош

ла сам светом, 

заглана у себе,

узалуд.
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私
の
花
は
し
お
れ
た
、

長
い
夜
の
雨
の
な
か
に
。

私
は
こ
の
世
を
通
り
過
ぎ
た
、

む
な
し
く

自
分
を
見
つ
め
る
う
ち
に
。

 

（Ц
рански 1990: 23

）

こ
の
ほ
か
、
桜
を
詠
む
歌
に
は
次
の
名
歌
が
み
ら
れ
、
香
り
、
光
、
春
、
孤
独
、
静
け
さ
な
ど
、
ツ
ル

ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
の
宣
言
文
に
呼
応
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
原
詩

と
と
も
に
セ
ル
ビ
ア
語
訳
か
ら
の
日
本
語
訳
を
掲
げ
る
が
、
訳
の
考
察
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

紀
友
則

久
方
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春
の
日
に
　
し
づ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
む

（﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
一
、
春
歌
下
、
八
四
：
日
本
古
典
文
學
体
系
第
八
巻
、
一
二
〇
頁
）

Зар и данас,
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када је пролетњ
е небо

тако мирно, 

немирно цвеће треш
ањ

а 

опада?今
日
も
、

春
空
が
こ
ん
な
に

静
か
な
と
き
に
、

落
ち
着
き
も
な
く
桜
の
花
は

散
っ
て
い
く
の
か

 

（Ц
рњ

ански 1990: 27

）

紀
貫
之

ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
　
ふ
る
さ
と
は
　
花
ぞ
む
か
し
の
か
に
に
ほ
ひ
け
る

（﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
第
一
、
春
歌
上
、
四
二
：
日
本
古
典
文
學
体
系
第
八
巻
、
一
一
二
頁
）
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Н
е љ

уди; 

никад се њ
ено срце не упозна, 

али у моме родном крају, 

мириш
е цвеће,

као и пре.

人
々
の
心
で
は
な
い

彼
女
の
心
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が

わ
が
ふ
る
さ
と
に

花
が
香
る
、

か
つ
て
の
よ
う
に
。

 

（Ц
рњ

ански 1990: 26

）

行
尊

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
桜
　
花
よ
り
ほ
か
に
し
る
人
も
な
し

（﹃
金
葉
集
﹄
雑
上
、
五
五
六
：
日
本
名
歌
集
成
、
二
一
〇
頁
）
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Треба да се гледамо

са саж
аљ

ењ
ем,

треш
њ

о на брду!

О
сим тебе цветне

никог драгог немам! 
見
つ
め
あ
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

あ
わ
れ
み
の
心
で
、

桜
の
花
よ
！

花
さ
く
お
前
の
ほ
か

愛
し
い
人
は
な
い
！

 

（Ц
рњ

ански 1990: 35

）

権
中
納
言
匡
房
　

高
砂
の
尾
の
上
の
桜
咲
き
に
け
り
　
外
山
の
霞
た
た
ず
も
あ
ら
な
む

（﹃
後
拾
遺
集
﹄
巻
一
、
春
上
：
日
本
名
歌
集
成
、
二
〇
七
頁
）
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П
роцватале су 

треш
њ

е у песковитој дољ
и.

О
 сад само да не падне,

са оближ
њ

их гора, 

магла!桜
の
花
が

砂
の
谷
に
咲
い
た
。

あ
あ
、
今
は
た
だ

あ
た
り
の
山
か
ら

霧
さ
え
降
り
な
け
れ
ば
よ
い
。

 

（Ц
рњ

ански 1990: 36

）

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
桜
の
花
の
無
常
観
に
、
仏
教
の
精
神
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
の

章
の
終
わ
り
に
、
戦
国
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
を
記
し
、﹁
い
ろ
は
歌
﹂
で
締
め
く
く
っ
た
の
も
、
桜
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の
花
の
移
ろ
い
が
詠
わ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
今
様
歌
に
つ
い

て
﹁
こ
れ
ら
の
歌
は
、
全
く
仏
教
的
で
あ
り
、
悲
観
的
で
あ
る
が
、
無
常
の
喜
び
を
と
も
な
っ
て
い
る
﹂

（Ц
рњ

ански 1990: 39

）
と
述
べ
た
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
﹁
私
の
中
国
抒
情
詩
集
﹂
で
記
し
た
哀
し

み
と
安
ら
ぎ
の
混
在
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、﹁
い
ろ
は
歌
﹂

を
次
の
よ
う
に
訳
し
た
。

色
は
鮮
や
か
だ
が

花
は
か
れ
る

こ
の
世
で
何
が

永
遠
で
あ
ろ
う
か

無
常
の
遠
い
丘
を

今
日
、
越
え
れ
ば

虚
し
い
夢
も
見
ず
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こ
の
世
に
も
酔
う
ま
い

 

（Ц
рњ

ански 1990: 36

）

俳
諧
の
章
で
も
、
仏
教
的
な
も
の
に
触
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
句
は
自
然
を
詠
い
、
讃
え
、
愛め

で
、
抱
き
し
め
て
い
る
。
樹
木
、
花
、
風
景
、
四
季
、

ま
た
は
鳥
、
ま
た
は
丘
、
道
、
水
を
。
こ
の
無
限
な
る
、
仏
教
的
な
愛
、
自
然
の
な
か
に
自
分
自
身

が
溶
け
込
む
一
体
感
、
そ
れ
は
日
本
の
抒
情
詩
に
と
っ
て
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

 

（Ц
рњ

ански 1990: 43

）

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
期
の
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
に
特
徴
的
な
名
詞
を
列
挙
し
た
文
体
は
、
ス
マ
ト
ラ
イ

ズ
ム
の
宣
言
文
を
想
起
さ
せ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
単
に
自
然
を
外
側
か
ら
愛
で
る
の
で
は
な
く
、

内
な
る
人
間
が
自
然
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
日
本
文
学
の
伝
統
に
み
て
と
っ
て
い
た
。

仏
教
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
世
の
無
常
を
静
か
に
受
け
と
め
る
安
ら
か
さ
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

戦
国
時
代
の
都
（
滋
賀
の
都
で
あ
ろ
う
か
）
を
描
き
、
今
は
さ
び
れ
た
漁
村
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。



48

巨
大
な
仏
像
が
、
睡
蓮
の
よ
う
に
花
開
く
微
笑
を
も
っ
て
、
移
ろ
い
ゆ
く
こ
の
世
を
見
つ
め
て
い
る
。

 

（Ц
рњ

ански 1990: 43

）

フ
ラ
ン
ス
の
翻
訳
家
ク
ー
シ
ュ
ー
を
引
用
し
、
東
京
や
吉
野
で
桜
の
花
を
愛
で
る
人
々
の
様
子
を
描
き
、

俳
人
を
、
清
貧
な
放
浪
の
僧
侶
と
し
て
登
場
さ
せ
た
。

　
優
れ
た
俳
人
た
ち
は
旅
人
で
あ
り
、
野
や
森
を
歩
き
、
夜
と
月
、
咲
き
乱
れ
る
桜
と
秋
の
丘
に
、

心
打
た
れ
て
人
生
を
過
ご
し
、
庵い
お
りを

編
み
、
貧
困
に
生
き
、
な
か
に
は
出
家
し
た
者
、
隠
者
や
放
浪

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。 

（Ц
рњ

ански 1990: 47

）

﹁
植
物
や
移
ろ
い
ゆ
く
風
景
に
対
す
る
仏
教
的
な
愛
﹂（Ц

рњ
ански 1990: 49

）
を
日
本
の
抒
情
詩
の
伝

統
に
み
て
と
り
、
芭
蕉
の
生
涯
を
描
い
た
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
彼
が
旅
の
詩
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
清
貧
の

な
か
で
清
ら
か
に
生
き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、﹁
彼
に
と
っ
て
詩
は
、
宗
教
的
な
恍
惚
（
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）

で
あ
り
、
旅
で
書
か
れ
た
俳
諧
は
、
愛
の
囁さ
さ
やき

で
あ
っ
た
﹂
と
し
て
い
る
。﹁
囁
き
﹂
も
、﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂

で
み
た
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
﹁
恍
惚
﹂
は
、﹁
も
の
の
あ
わ
れ
﹂
に
も
通
じ
、
言
葉
で
は
表
せ
ぬ
感
情
に

接
点
を
も
つ
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
﹁﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
の
解
説
﹂
の
鍵
と
な
る
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言
葉
で
あ
る
。

芭
蕉
の
俳
句
に
、
詩
と
信
仰
の
統
一
を
み
る
姿
勢
は
、
ク
ー
シ
ュ
ー
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
も
あ
っ

た
。
芭
蕉
の
﹁
花
に
遊
ぶ
虻あ
ぶ

な
喰
ら
ひ
そ
友
雀
﹂
に
は
、
ク
ー
シ
ュ
ー
の
言
葉
を
記
し
、
ア
ッ
シ
ジ
の
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
よ
う
な
声
調
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

Н
е дирај ’челу,

ш
то игра на цвету,

врапче, пријатељ
у!

花
に
遊
ぶ

蜜
蜂
に
触
る
な

我
友
、
す
ず
め

 

（Ц
рњ

ански 1990: 54

）

俳
句
に
も
桜
の
句
が
み
ら
れ
、
芭
蕉
の
﹁
花
の
雲
、
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
﹂
な
ど
が
訳
さ
れ
て
い
る
。

雲
も
花
も
、
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
に
織
り
込
ま
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
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Читав облак цвећа.

Звони. А
л у Јену,

или А
сакуси?

い
ち
め
ん
の
花
の
雲

鐘
が
鳴
る
　
イ
エ
ノ
︹
上
野
︺
か

浅
草
か

 

（Ц
рњ

ански 1990: 53

）

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
無
常
の
象
徴
と
し
て
受
け
と
め
た
桜
の
花
は
、
仏
教
的
な
穏
や
か
さ
、
平
安
に

縁
ど
ら
れ
て
い
た
。
日
本
の
詩
歌
を
通
し
て
、
仏
教
の
精
神
性
に
触
れ
、
感
銘
を
う
け
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
詩
と
桜

日
本
の
詩
歌
と
出
会
っ
た
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
桜
の
花
を
自
分
自
身
の
作
品
に
織
り
込
ん
で
い
く
。
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セ
ル
ビ
ア
文
学
に
お
い
て
、
桜
が
詠
わ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
民
謡
や
伝
承
に

も
、
わ
ず
か
に
桜
の
実
が
登
場
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
語
大
辞
典
に
も
、
桜
の
花
に
関
す
る
慣

用
句
は
皆
無
で
あ
る
。
日
本
の
詩
歌
と
の
出
会
い
の
あ
と
で
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
セ
ル
ビ
ア
文
学

に
、
桜
の
花
を
無
常
の
表
象
と
し
て
最
初
に
詠
う
こ
と
に
な
る
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
セ
ル
ビ
ア
現
代
詩
の
頂
点
を
示
す
詩
人
だ
が
、
多
作
で
は
な
か
っ
た
。
六
十

四
作
品
の
み
を
残
し
て
い
る
。
東
洋
詩
に
触
れ
る
前
に
書
か
れ
た
処
女
作
詩
集
﹃
イ
タ
カ
の
抒
情
詩
﹄（
一

九
一
九
）
に
は
、
桜
の
花
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
ひ
と
つ
も
み
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
翻
訳
の
準
備
を
開
始
し
た

一
九
二
〇
年
以
降
に
書
か
れ
た
重
要
な
作
品
に
は
、
桜
の
花
が
現
れ
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
詩
作
品
を

特
徴
づ
け
る
大
切
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。

代
表
作
﹁
ス
ト
ラ
ジ
ロ
ヴ
ォ
﹂（„Страж

илово“, 1921–29

）、﹁
パ
リ
か
ら
の
書
簡
﹂（„П

осланица из 

П
ариза“, 1920

）、﹁
野
辺
送
り
﹂（„П

оворка“, 1921

）、
そ
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
兵
士
た
ち
の
死
を

詠
っ
た
﹁
セ
ル
ビ
ア
﹂（„С

ербиа“, 1925

）
の
四
作
品
は
自
由
韻
律
で
、
い
ず
れ
も
桜
を
詠
う
。
こ
の
他

に
、
桜
の
実
が
登
場
す
る
の
は
、
前
述
の
﹁
ス
マ
ト
ラ
﹂
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ー
ド
ン
・
ビ
ー
チ
で
書
か

れ
た
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
最
後
の
詩
作
品
で
、﹁
無
﹂
を
主
題
と
す
る
望
郷
歌
﹁
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
悲
歌
﹂

（
一
九
五
六
）
の
二
篇
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
に
最
初
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
書
か
れ
た
﹁
ス
ト
ラ
ジ
ロ
ヴ
ォ
﹂
は
、
セ
ル
ビ
ア
現
代
詩
の
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最
高
傑
作
と
い
え
る
四
十
二
連
二
百
十
六
行
の
長
詩
で
、
こ
こ
に
花
咲
く
桜
が
登
場
す
る
。
旅
先
の
イ
タ

リ
ア
に
て
故
郷
セ
ル
ビ
ア
北
部
の
丘
を
詠
ん
だ
、
望
郷
詩
で
あ
る
と
同
時
に
、
故
郷
喪
失
詩
と
も
い
え
る

長
詩
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
花
咲
く
桜
の
樹
が
、
繰
り
返
し
現
れ
る
。
銀
の
弓
に
は
三
日
月
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
、
幻
想
的
な
春
の
夜
を
さ
ま
よ
う
﹁
僕
﹂
が
描
か
れ
て
い
る
。
家
を
持
た
ず
、
道
を
失
く
し
て
﹁
放
浪

す
る
僕
﹂
は
、
国
家
喪
失
感
を
暗
示
す
る
。
桜
は
、
遥
か
な
故
郷
に
重
な
り
、
死
の
表
象
に
重
ね
ら
れ
る
。

﹁
花
咲
く
桜
﹂
の
現
れ
る
第
一
連
は
、
リ
フ
レ
イ
ン
と
し
て
、
第
七
連
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

さ
ま
よ
う
僕
は
、
な
お
精
悍
だ
、
銀
の
弓
を
持
ち

花
咲
く
桜
を
、
待
ち
伏
せ
す
る
が

森
の
む
こ
う
に
、
も
う
故
郷
を
予
感
す
る

そ
こ
で
、
僕
は
微
笑
を
、
ア
カ
シ
ア
の
根
元
に

葬
ろ
う

 

（Ц
рњ

ански 1993: 86; 87

）

桜
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
第
二
○
連
（
果
樹
）、
二
三
連
（
果
樹
）、
二
七
連
（
果
樹
）、
三
○
連
（
桜
の
実
）、

三
三
連
（
果
樹
）、
三
八
連
（
果
樹
）
と
、
作
品
の
全
編
に
ち
り
ば
め
ら
れ
、
肉
体
の
病
、
穏
や
か
な
死
の
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表
象
、
静
け
さ
、
肉
体
が
消
滅
し
た
あ
と
の
魂
、
言
葉
の
な
い
世
界
、
死
後
の
世
界
に
重
ね
ら
れ
、
神
秘

的
な
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
を
暗
示
し
て
い
く
。
セ
ル
ビ
ア
北
部
の
丘
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
名
産
地
で
あ
り
、

春
は
見
渡
す
限
り
花
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
。﹁
ス
ト
ラ
ジ
ロ
ヴ
ォ
﹂
の
﹁
桜
の
樹
﹂
と
﹁
桜
の
実
﹂
は
、
実

景
で
も
あ
る
。

第
二
七
連
で
は
、
自
分
の
微
笑
が
（
三
日
月
の
）
空
か
ら
落
下
し
、
自
分
の
命
（
人
生
）
が
、
桜
（
の

実
）
に
変
容
し
て
い
く
。﹁
発
酵
も
せ
ず
﹂
と
は
、
果
実
酒
を
造
る
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。そ

し
て
、
こ
う
し
て
、
音
も
な
く

空
の
弓
か
ら
、
僕
の
微
笑
が
お
ち
て
く
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
て
、
発
酵
も
せ
ず
、

僕
の
あ
と
か
ら
、
人
生
は
桜
に
変
わ
る
。

 

（Ц
рњ

ански 1993: 90

）

第
三
〇
連
に
、
桜
は
実
と
し
て
現
れ
、
自
ら
の
死
と
他
者
の
死
が
重
ね
ら
れ
、
ま
だ
生
々
し
い
戦
場
の

記
憶
が
透
か
し
て
見
え
る
。
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そ
し
て
、
病
ん
だ
僕
の
心
に
桜
の
実
を
こ
ぼ
し
、

月
の
傍
ら
に
、
こ
こ
に
、
星
が
輝
く
と

い
ま
死
に
ゆ
く
の
が
見
え
る
。

僕
の
、
そ
し
て
ほ
か
の
者
の
青
春
は
、
苦
く
、
ど
れ
も
同
じ
だ
。

 

（Ц
рњ

ански 1993: 90

）

一
九
二
三
年
、
文
芸
誌
﹃
四
つ
角
﹄（Раскрсница

）
に
発
表
さ
れ
た
﹁
パ
リ
か
ら
の
書
簡
﹂
は
、﹁
於

パ
リ
国
立
図
書
館
﹂
と
記
さ
れ
、
東
洋
詩
の
資
料
収
集
の
た
め
の
パ
リ
滞
在
中
の
一
九
二
一
年
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
官
能
的
な
恋
愛
詩
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
政
治
的
、
歴
史
的
な
悲
劇
を
詠
う
詩
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
後
、
戦
勝
国
と
な
っ
た
セ
ル
ビ
ア
王
国
を
中
心
に
建
国
さ
れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
王
国
の
運

命
を
憂
い
、
異
郷
で
あ
る
パ
リ
か
ら
祖
国
の
同
胞
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
る
。
民
族
問
題
を
か
か
え
た
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
王
国
の
出
発
に
は
、
若
き
作
家
の
多
く
が
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
震
え
は
、
血
液
を

失
っ
た
﹁
お
ま
え
た
ち
﹂
が
﹁
桜
の
花
弁
の
先
端
に
接せ
っ

吻ぷ
ん

す
る
﹂
と
い
う
情
景
に
重
ね
ら
れ
る
。﹁
貧
血
﹂

は
、
世
界
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
詩
に
よ
く
登
場
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
り
、
疲
弊
や
病
理
の
表
象
と
し

て
用
い
ら
れ
る
が
、
ス
マ
ト
ラ
イ
ス
ト
の
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
桜
の
花
弁
と
い
う
繊
細
な
モ
テ
ィ
ー

フ
を
用
い
て
、
神
秘
的
で
官
能
的
な
表
象
を
生
み
出
し
た
。
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お
ま
え
た
ち
の
身
体
は
消
え
失
せ

血
は
薄
く
、
薄
く
な
り

言
葉
も
な
く
口
づ
け
す
る
だ
ろ
う

桜
の
花
弁
の
そ
の
先
に

 

（Ц
рњ

ански 1993: 83

）

桜
の
花
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
よ
っ
て
、
詩
は
現
実
界
を
次
第
に
離
れ
て
い
き
、
安
ら
か
な
死
を
想
わ
せ
る

夢
の
世
界
へ
と
読
み
手
を
導
く
。

お
ま
え
た
ち
は
夢
が
歩
む
の
を
感
じ

空
の
下
に
涙
を
流
し
て
裸
体
で
立
つ
だ
ろ
う

星
を
宿
す
草
に
横
た
わ
る
だ
ろ
う

も
う
な
に
も
痛
み
の
な
い
そ
こ
で

 

（Ц
рњ

ански 1993: 83-84

）
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桜
の
花
は
、
地
上
で
は
命
（
国
家
）
を
も
つ
こ
と
の
で
き
ぬ
者
た
ち
の
不
安
と
同
時
に
、
夢
の
世
界
で

の
安
ら
ぎ
（
無
常
の
な
か
の
喜
び
）
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

同
年
に
書
か
れ
た
五
連
二
十
六
行
か
ら
な
る
﹁
野
辺
送
り
﹂
も
同
じ
政
治
的
な
状
況
を
背
景
と
し
て
い

る
が
、
単
数
一
人
称
の
﹁
僕
﹂
が
登
場
す
る
。
一
連
は
、
次
の
句
で
始
ま
り
、
若
者
の
倦
怠
、
疲
労
、
絶

望
感
を
主
題
と
し
て
い
く
。

青
春
の
終
わ
り
に
や
っ
と
、

重
た
く
、
不
思
議
に
、
愛
が
私
を
捕
ら
え
る

 

（Ц
рњ

ански 1993: 85

）

二
連
で
﹁
僕
﹂
は
﹁
桜
﹂
と
出
会
う
。
三
連
は
﹁
精
神
を
失
い
、
身
体
が
う
ち
ひ
し
が
れ
た
﹂
僕
を
描

き
、
四
連
は
、﹁
野
辺
送
り
﹂
に
よ
っ
て
死
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
も
、
花
咲
く
桜
の
樹
木
が
僕
と
と
も

に
歩
み
だ
し
、
最
終
連
で
、
希
望
と
も
い
え
る
安
ら
ぎ
と
歓
び
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
変
容
し
て
い
く
。
丘
か

ら
丘
へ
、
川
か
ら
川
へ
と
、﹁
僕
﹂
は
歩
行
し
、
困
惑
し
な
が
ら
も
安
堵
し
、
踊
り
な
が
ら
、
跳
ね
な
が

ら
、
桜
の
木
々
を
目
の
前
に
、
僕
は
微
笑
ん
で
い
る
。
人
と
と
も
に
移
動
す
る
桜
の
花
の
木
々
は
、
幻
想

的
な
世
界
を
生
み
出
し
て
、
死
と
の
接
点
に
あ
り
な
が
ら
、
躍
動
を
は
じ
め
る
生
命
を
描
い
て
い
る
。
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あ
と
か
ら
僕
は
桜
に
出
会
い

そ
し
て
縦
笛
の
よ
う
に
、
奏
で
た

青
い
小
川
を
。

　（
︙
︙
）

そ
し
て
ゆ
っ
く
り
集
ま
っ
た
、
四
方
か
ら

花
さ
く
桜
は
、
列
を
組
み

僕
と
と
も
に
歩
み
出
す
、
歩
み
出
す

 

（Ц
рњ

ански 1993: 85

）

﹁
セ
ル
ビ
ア
﹂
は
、
二
十
九
連
百
三
十
五
行
か
ら
な
る
長
詩
で
、
一
九
二
五
年
、
ギ
リ
シ
ャ
の
コ
ル
フ

島
で
書
か
れ
た
。
コ
ル
フ
島
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
、
ド
イ
ツ
軍
の
攻
撃
に
よ
り
南
へ
大
き
く
後
退

し
た
セ
ル
ビ
ア
軍
が
避
難
し
た
島
で
あ
り
、
そ
の
海
は
﹁
青
い
墓
地
﹂
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
傷
病
兵
た
ち

が
水
葬
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

詩
に
は
、
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
若
者
の
多
く
の
死
が
影
を
お
と
し
て
い
る
が
、
悲
恋
や
不
幸
な
結
婚

に
見
立
て
て
、
新
国
家
に
対
す
る
詩
人
の
不
安
と
疑
惑
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
星
、
海
、
銀
河
に
加
え
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て
、
桜
の
咲
き
乱
れ
る
故
郷
の
丘
な
ど
の
自
然
が
、
歴
史
（
戦
争
を
も
た
ら
し
た
文
明
）
と
対
照
さ
れ
て

い
く
。

祖
国
の
ス
レ
ム
地
方
は
、﹁
花
咲
く
ス
レ
ム
﹂
と
し
て
詠
わ
れ
、
こ
こ
に
も
歩
行
す
る
花
咲
く
樹
の
モ

テ
ィ
ー
フ
が
登
場
す
る
。﹁
放
浪
す
る
父
﹂
は
、
歴
史
を
通
じ
て
戦
争
の
た
び
に
国
境
が
変
わ
り
、
住
む

場
所
を
移
動
し
て
き
た
民
の
運
命
を
投
影
し
て
い
る
。
シ
ャ
ル
山
は
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
、
第
一
次
世
界
大

戦
で
も
戦
場
と
な
っ
た
セ
ル
ビ
ア
南
部
の
山
で
あ
る
。
紫
は
キ
リ
ス
ト
が
処
刑
さ
れ
た
時
に
着
せ
ら
れ
た

衣
の
色
を
重
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

放
浪
す
る
僕
の
父
は
、
こ
の
国
を
見
た
の
か
。

こ
の
国
で
、
母
は
、
産
声
を
あ
げ
た
僕
に
乳
を
飲
ま
せ
た
の
か
。

紫
の
シ
ャ
ル
山
は
僕
が
ど
ん
な
に
恥
じ
て
い
た
か
を
知
る
、

花
咲
く
木
が
、
疲
れ
果
て
た
足
取
り
で
　
僕
と
と
も
に
歩
む
の
だ
か
ら
。

 

（Ц
рњ

ански 1993: 94

）

一
四
連
に
は
、
無
常
（пролазност

）
が
、
涙
と
と
も
に
詠
わ
れ
て
い
る
。﹃
日
本
の
古
歌
﹄
で
、
万
葉

集
の
梅
の
花
の
短
歌
に
添
え
て
文
章
に
現
れ
た
同
じ
言
葉
で
あ
る
。
僕
ら
す
べ
て
が
﹁
無
常
﹂
の
な
か
に
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あ
り
、
そ
の
無
常
は
﹁
透
き
通
っ
た
涙
﹂
の
な
か
に
あ
る
と
し
て
、
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
お
り
、﹁
無
﹂

の
形
象
は
、
繊
細
で
明
る
く
、
東
洋
的
な
諦
念
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
っ
て
い
る
。

黄た
そ

昏が
れ

に
、
滝
の
ご
と
く
、
雲
が
な
が
れ
こ
む
と
き

僕
ら
す
べ
て
が
在
る
、
無
常
は
、
透
き
通
っ
た
涙
の
中
に
在
る

 

（Ц
рњ

ански 1993: 95

）

こ
う
し
て
四
つ
の
詩
作
品
を
読
む
と
、﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
桜
の
花
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン

ス
キ
ー
の
実
作
で
、﹁
無
﹂
の
表
象
に
重
ね
ら
れ
、
繊
細
で
感
じ
や
す
い
死
、
あ
る
い
は
死
後
の
世
界
の

イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。﹁
桜
の
花
﹂
は
、
第
一
次
大
戦
の
大
量
死
、
国
家
喪
失
と

い
っ
た
バ
ル
カ
ン
半
島
の
集
団
の
悲
劇
を
詠
う
詩
人
の
た
め
に
、
囁
き
に
も
似
た
静
か
で
穏
や
か
な
、
不

思
議
な
エ
ー
テ
ル
の
よ
う
な
詩
想
を
生
み
出
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
﹁
花
咲
く
桜
﹂
の
歩
行
は
、
現
実
を

離
れ
て
幻
想
、
夢
の
世
界
へ
と
読
み
手
を
誘
い
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
命
の
復
活
と
は
異
な
っ
た
、
死
後
の

世
界
の
表
象
を
生
み
出
し
て
い
た
。
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イ
ス
ィ
ド
ラ
・
セ
ク
リ
ッ
チ
と
『
日
本
の
古
歌
』

無
常
の
表
象
と
し
て
の
桜
は
、﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
書
評
（С

екулић 1985: 199–202

）
を
著
わ
し
た
女

流
文
学
者
イ
ス
ィ
ド
ラ
・
セ
ク
リ
ッ
チ
に
も
受
け
い
れ
ら
れ
た
。
書
評
は
詩
的
な
エ
ッ
セ
イ
で
始
ま
る
。

　
テ
ィ
サ
川
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
は
、
夏
の
季
節
に
な
る
と
、
ド
ナ
ウ
河
に
も
、
日
本
の
よ
う
な

も
の
が
現
れ
た
。
軽
や
か
な
桜
の
花
が
霧
の
ご
と
く
散
る
の
に
も
似
て
、
川
に
、
ご
く
短
い
命
の
あ

と
、
一
千
万
も
の
霧
の
ご
と
く
軽
や
か
な
白
い
蝶
た
ち
が
散
っ
た
、
そ
れ
は
水
の
花
だ
っ
た
。

 

（С
екулић 1985: 199

）

テ
ィ
サ
川
は
、
セ
ル
ビ
ア
北
部
を
流
れ
る
ド
ナ
ウ
河
の
支
流
で
あ
る
。﹁
水
の
花
﹂
と
は
、
初
夏
に
川

に
現
れ
る
蜉か
げ
ろ
う蝣
を
意
味
す
る
。﹁
水
の
花
﹂
を
桜
に
た
と
え
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、﹃
日
本
の
古

歌
﹄
の
桜
の
花
は
、
セ
ク
リ
ッ
チ
に
蜉
蝣
の
夥
し
い
死
を
連
想
さ
せ
た
。
無
常
の
表
象
で
あ
る
桜
を
、
大

量
死
の
情
景
に
重
ね
て
描
く
こ
と
も
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
桜
の
花
の
と
ら
え
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ

る
。﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
ク
ー
シ
ュ
ー
の
引
用
の
﹁
東
京
の
川
岸
は
、
桜
の
樹
に
縁
ど
ら
れ
、
鋤す
き

の
跡
の

よ
う
な
花
び
ら
の
な
か
を
、
舟
が
ゆ
き
か
う
﹂（Ц

рњ
ански 1993: 95

）
と
い
う
描
写
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
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う
。セ

ク
リ
ッ
チ
の
書
評
は
俳
句
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
単
に
短
詩
の
形
式
に
感
動
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
心
を
と
ら
え
た
仏
教
的
な
る
も
の
を
、
セ
ク
リ
ッ
チ
も
高
く
評
価
し
、﹁
片
雲
の

よ
う
に
軽
や
か
で
魅
力
的
な
日
本
の
古
歌
は
、
時
間
を
か
け
て
成
熟
し
た
仏
教
的
な
知
恵
、
メ
ラ
ン
コ
リ

ー
と
安
ら
ぎ
の
泉
へ
と
私
た
ち
を
導
く
﹂
と
記
し
た
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
次
の
文
章
を
や
や
短
く
し

て
引
用
し
て
い
る
。
括
弧
の
部
分
は
、
セ
ク
リ
ッ
チ
が
省
略
し
た
箇
所
で
あ
る
。

　
雨
傘
、
ま
た
は
日
傘
を
さ
し
て
、（
孤
独
と
）
別
れ
に
慣
れ
た
流
浪
の
人
々
は
、
天
空
に
よ
り
近

づ
く
た
め
に
、（
月
明
か
り
を
）
丘
を
越
え
て
（
は
っ
き
り
と
し
た
目
的
の
な
い
旅
を
し
て
）
い
く

の
だ
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
俳
人
た
ち
を
描
写
し
た
文
章
だ
が
、
参
考
し
た
前
述
の
ク
ー
シ
ュ
ー
の
本
に
は

な
い
か
ら
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
自
身
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
が
、
セ
ク
リ

ッ
チ
の
心
を
と
ら
え
て
い
る
の
だ
。

セ
ク
リ
ッ
チ
は
、
俳
句
に
、
苦
い
皮
肉
や
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
も
の
、
絶
望
感
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。﹁
死
の
仮
面
は
花
で
あ
る
。
移
調
に
よ
る
安
ら
ぎ
の
信
じ
ら
れ
ぬ
ま
で
の
美
し
さ
は
、
無
垢
で
子
供
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の
よ
う
だ
。
涙
は
無
言
の
微
笑
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
を
持
つ
﹂
と
述
べ
、﹁
短
詩
は
詩
の
浄
化
の
傾
向

を
示
し
て
お
り
、
い
う
な
ら
ば
身
体
的
な
思
想
か
ら
私
た
ち
を
解
き
放
つ
の
だ
﹂
と
記
し
た
。﹁
日
本
の

俳
諧
は
、
詩
句
の
影
ま
で
に
達
す
る
。
こ
こ
に
は
混
沌
は
な
い
、
外
的
な
人
生
の
混
沌
も
、
内
的
な
人
生

の
混
沌
も
な
い
﹂
と
セ
ク
リ
ッ
チ
は
記
し
て
、
そ
こ
に
﹁
朗
ら
か
さ
﹂
を
み
て
と
り
、
そ
れ
こ
そ
詩
で
あ

り
抒
情
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

セ
ク
リ
ッ
チ
は
、
優
れ
た
作
家
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
英
、
仏
、
独
語
が
完
璧
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
学
を
広
い
視
野
か
ら
翻
訳
紹
介
し
た
人
で
あ
る
。
た
だ
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
に
は
批
判
的
で
あ

り
、
岡
倉
天
心
に
も
関
心
を
寄
せ
、
東
洋
の
精
神
性
に
敬
意
を
払
い
、
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。﹁
能
﹂

に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
著
わ
し
た
ほ
か
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
の
翻
訳
も
い
ち
早
く
発
表
し
て
い
る
。

セ
ク
リ
ッ
チ
の
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
理
解
は
、
引
用
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
仏
教
を
背
景
と
し
た
詩

の
精
神
性
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
評
を
著
わ
し
た
時
期
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
ア
ッ
シ

ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
論
じ
た
も
の
が
あ
り
、
聖
人
の
描
写
に
は
、
芭
蕉
や
蕪
村
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
の
旅
の
俳
人
に
み
た
清
貧
、
謙
虚
と
歓
び
が
共
通
し
て
い
る
。
中
世
の
教
父
の
伝
統
に
通
じ
る
精
神

の
深
さ
を
、
日
本
の
俳
人
の
生
き
方
に
も
見
出
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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日
本
の
伝
統
詩
と
セ
ル
ビ
ア
現
代
音
楽

﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
セ
ル
ビ
ア
現
代
作
曲
家
に
も
霊
感
を
与
え
た
。
デ
ヤ
ン
・
デ
ス
ピ
ッ
チ
（Д

ејан 

Д
еспић, 1930– 

）
は
、
一
九
七
八
年
に
、
翻
訳
詩
集
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
短
歌
を
繋
げ
た
合
唱
曲
﹃
円

環
﹄（„К

руг“
）
を
作
曲
し
た
。﹃
円
環
﹄
は
、
前
述
の
小
野
小
町
の
歌
﹁
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
﹂

を
最
初
に
お
き
、
十
二
の
和
歌
を
繫
ぎ
、
恋
心
の
移
ろ
い
を
主
題
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
桜
の
花
を
ラ
イ

ト
・
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
、
恋
の
芽
生
え
、
恋
の
喜
び
、
別
れ
の
哀
し
み
を
詠
い
、
無
常
観
が
恋
を
通
じ
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。

デ
ス
ピ
ッ
チ
は
、
一
九
九
一
年
、
多
民
族
国
家
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
解
体
し
、
内
戦
が
勃
発
す
る

と
、
デ
サ
ン
カ
・
マ
ク
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
﹃
故
郷
の
オ
ゾ
ン
﹄
か
ら
三
十
五
句
を
選
び
、
十
連
に
構
成

し
た
独
唱
曲
を
作
曲
し
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
名
歌
手
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ビ
ッ
チ
（А

лександра 

И
вановић, 1937–2003

）
に
捧
げ
た
。
作
曲
家
が
選
ん
だ
俳
句
は
、
自
然
を
詠
っ
た
明
る
い
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
墓
や
死
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
は
一
句
も
な
い
。
内
戦
と
い
う
時
代
の
暗
さ
ゆ
え
の
こ
と
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
翌
一
九
九
二
年
、
作
曲
家
は
、
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
た
め
に
﹃
円
環
﹄
を
女
声
の
独

唱
曲
に
編
曲
し
た
。
祖
国
を
戦
火
が
つ
つ
ん
だ
二
十
世
紀
末
、
デ
ス
ピ
ッ
チ
の
心
を
と
ら
え
た
の
は
、
俳

句
と
短
歌
で
あ
っ
た
。
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デ
ス
ピ
ッ
チ
は
、
内
戦
勃
発
の
時
期
に
、﹃
故
郷
の
オ
ゾ
ン
﹄
と
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
の
二
冊
と
深
い
関

わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
戦
争
と
い
う
暴
力
の
時
代
に
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
よ
う
に
し
て
、
自

然
や
恋
を
歌
う
こ
と
が
、
歴
史
に
対
す
る
答
え
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
六
年
四
月
、
デ
ス
ピ
ッ
チ
を
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
お
宅
に
訪
ね
て
、
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。

最
初
に
、
デ
ス
ピ
ッ
チ
は
、﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
少
年
時
代
の
愛
読
書
だ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
読

書
家
だ
っ
た
両
親
の
蔵
書
に
、
こ
の
一
冊
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
書
物
を
な
が
い
こ
と
、
温
め
て
い
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

桜
の
花
に
つ
い
て
、
氏
は
﹁
桜
の
花
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
無
常
観
は
、
儚は
か
なさ

、
無
常
の
表
象
と
し
て
、

一
つ
の
文
化
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
﹂
と
語
っ
た
。

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
編
ん
だ
﹃
日
本
の
古
歌
﹄
に
咲
い
た
桜
の
花
は
、
二
十
世
紀
末
、
セ
ル
ビ
ア
現

代
歌
曲
に
花
ひ
ら
い
た
。
デ
ス
ピ
ッ
チ
に
よ
っ
て
女
声
の
た
め
に
書
か
れ
て
、
く
り
か
え
さ
れ
る
祈
り
の

よ
う
に
、
静
け
さ
と
哀
し
み
と
安
ら
ぎ
を
聴
く
者
に
贈
り
と
ど
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

結
び
に
か
え
て

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
詩
に
現
れ
る
セ
ル
ビ
ア
の
ス
レ
ム
地
方
は
、
春
に
な
る
と
、
桜
や
李
、
杏
子
な
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ど
の
果
樹
園
に
花
が
咲
き
乱
れ
、
夢
の
よ
う
な
情
景
が
ひ
ろ
が
る
。
だ
が
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
桜
の
花

と
い
う
実
景
を
、
自
ら
の
詩
句
に
織
り
込
む
の
は
、
日
本
の
伝
統
詩
に
出
会
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
後
、
セ
ル
ビ
ア
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
期
に
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
編
ん
だ
翻
訳
詩
集

﹃
日
本
の
古
歌
﹄
は
、
日
本
の
詩
歌
の
伝
統
を
最
初
に
伝
え
た
書
物
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
現
代
詩
は
、

無
常
の
象
徴
と
し
て
桜
の
花
び
ら
と
い
う
繊
細
な
表
現
を
手
に
す
る
。
そ
れ
は
、
セ
ク
リ
ッ
チ
女
史
を
は

じ
め
同
時
代
の
文
学
者
の
み
な
ら
ず
、
後
の
世
代
の
読
者
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
、
戦
後
に
は
詩
人
デ
サ

ン
カ
・
マ
ク
シ
モ
ヴ
ッ
チ
の
よ
う
に
セ
ル
ビ
ア
語
で
俳
句
を
創
作
す
る
者
た
ち
を
生
ん
で
い
っ
た
。

日
本
の
古
歌
と
出
会
っ
た
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
自
身
の
詩
作
品
の
な
か
に
﹁
歩
む
桜
の
樹
﹂
と
い

う
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し
て
い
く
。
打
ち
ひ
し
が
れ
、
疲
れ
果
て
た
﹁
僕
﹂
に
寄
り
添
う
よ
う

に
し
て
﹁
歩
行
す
る
花
咲
く
桜
の
樹
﹂
は
、
夢
幻
の
世
界
へ
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。﹁
僕
﹂
が
桜
の
樹
と
と

も
に
む
か
う
土
地
は
、
涅ね

槃は
ん

を
も
想
わ
せ
る
、
こ
の
世
に
は
な
い
静
け
さ
と
安
ら
ぎ
と
光
に
満
ち
て
い
た
。
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発表を終えて

一九七九年、秋のサラエボ。留学生活をはじめた私に、詩人ツルニャンスキ
ーが編んだ翻訳詩集『日本の古歌』があると教えてくださったのは、ラドヴァ
ン・ヴチコヴィッチ教授だった。生涯の恩師である。一九九〇年、ベオグラー
ドで国立図書館が刊行した復刻版に短い文章を寄せたのを機に、ささやかな研
究が始まった。翌年に内戦勃発。厳しい時代をツルニャンスキーとともに歩ん
だことは、大きな喜びだった。

まず驚いたのは、『日本の古歌』がセルビア・アヴァンギャルド運動の中で
生まれたことだった。桜は無常の表象だと詩人が理解したこと、自らの作品に
無常の象徴として桜を織り込んだことに、魂を揺さぶられた。

ツルニャンスキーは、移動の詩人である。第一次大戦、強制動員されて送ら
れたガリツィア戦線、終戦後に外交官として滞在したベルリン、リスボン、ロ
ーマ。第二次大戦後、亡命先のロンドン。桜は、望郷や故郷喪失感に重なり、
パリ、トスカナ、コルフ島など異郷で書いた詩に詠みこまれた。

バルカンの春も花が麗しい。なだらかな丘の果樹園は、うっとりするほど静
かに香り、はてしなく花の雲がひろがる。ツルニャンスキーの遥かな故郷の記
憶、トスカナをはじめ異郷の旅の実景、一度も訪れることのなかった日本の幻
夢のなかに、桜は花を咲かせ、散っていった。

日文研での研究滞在の機会をいただき、この上ない環境で『日本の古歌』を
読み直すことができた。小松和彦所長をはじめ、フォーラムでの発表を企画し
てくださった佐野真由子先生、カウンターパートの細川周平先生、貴重なコメ
ントを下さった沼野充義先生、そして研究協力課、事務の皆様に心から感謝申
し上げる。研究会では、末木文美士先生、鈴木貞美先生、稲賀繁美先生、坪井
秀人先生、郭南燕先生をはじめ、諸先生方にご助言をいただいた。国内外の研
究家たちと語り合い、新しい視点を与えられたことは、限りない幸せである。

初夏から晩秋を過ごした桂坂は、大切な土地となった。いつか、桜の季節に
訪れたい。

2017 年初夏　ベオグラードにて
山崎佳代子
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■　日時
　　2016年11月15日（火）
　　午後2時〜4時
■　会場
　　ハートピア京都
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